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平成28年度 入学宣誓式告辞
北海道薬科大学　学長　渡辺 泰裕

　平成28年度の入学宣誓式を4月7日
（木）に挙行し、薬学部薬学科210名、大学
院薬学研究科臨床薬学専攻博士課程３名
が入学しました。ここに、入学宣誓式での
学長告辞の内容を掲載します。
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平成27年度 学位記授与式を挙行

北海道薬科大学広報部北薬大情報

　本日、ここにおられる薬学部薬学科210名、
大学院薬学研究科臨床薬学専攻博士課程３
名の入学生の皆さん、おめでとうございます。
　また、本日の式典に際しまして、ご多用のな
か、本学の設置母体である学校法人北海道
科学大学の西理事長および役員の皆さま、法
人設置の北海道科学大学および北海道科学
大学短期大学部の学長、北海道科学大学高
等学校、北海道自動車学校の各校長、ならび
に北海道薬剤師会・札幌薬剤師会の役員、北
海道薬科大学同窓会および父母後援会の各
会長、本学名誉教授の皆さま、そして多くのご
父母の皆さまのご臨席をいただきました。春
まだ浅い北海道ではありますが、このように
華やかに入学宣誓式を挙行できますことを
大変うれしく思います。入学生の皆さんを心
から歓迎いたします。皆さんの努力の結果と
して、本日の入学宣誓式があります。今日から
は、未来の薬剤師を目指し、大きな希望を胸
にさらなる精進を重ねてください。
　北海道薬科大学は、1974年に設置されて
以降、「地域の医療を支える薬剤師の育成」を
目的とする大学として歴史を刻んできました。
この間、実務実習の必修化、実習前の事前教
育、さらに入学時の早期体験学習などを、他
の薬学部に先駆けて、いち早く実施してきま

した。また、卒業後の生涯教育は、薬剤師認
定制度認証機構により優れた内容であるこ
とが認証されています。皆さんは、これから６
年間、本学において医療に貢献できる薬剤師
になることを目指してください。そして、卒業
して薬剤師になった後も、本学はみなさんの
生涯学習をサポートしていきます。
　今日から大学生になった皆さんに伝えなく
てはならないことの一つに、自己学習の必要
性があります。文部科学省の調査では、日米の
比較において日本の大学生の授業時間外の学
修時間は米国のほぼ半分となっています。ま
た、理系、保健、芸術分野は他の分野よりも相
対的に学修時間が多いものの、週あたり５時
間以下が６割となっており、学年別では１年生
が最も短いという結果となっています。６年制
薬学教育は、「薬学教育モデル・コアカリキュラ
ム」によって、最低限の共通の到達目標として
1,073項目が定められています。これらすべて
が薬剤師国家試験の出題範囲であり、皆さん
はこれらすべてを自身の知識・技能・態度にし
ていく必要があります。薬剤師国家試験で不
合格となった卒業生に共通するのは１年生、２
年生で学ぶ基礎薬学と呼ばれる領域を苦手と
していることです。皆さんは入学後に継続的な
学習を心がけ、授業以外での学習時間を１日
最低3時間程度は確保することが必要です。
新校舎には多くの学習スペースが用意してあ
ります。ラーニングコモンズと呼んでいる様々
な形態の学習室があります。また、北海道科学
大学と共用の図書館には多くの蔵書とともに、

学習スペースがたくさん確保されています。大
学の各施設を利用して、意欲を持って学習を
続けてください。また、学習時間を確保するだ
けでなく、大学生としての学習法を身につける
ことも重要です。大学には「薬学教育研究セン
ター」という組織があり、学習法が見つからず
悩んでいる学生をサポートしてくれます。学習
について困ったことが生じたら、「薬学教育研
究センター」を訪れてください。
　次に、薬剤師の存在について考えてみたい
と思います。「薬剤師は、調剤、医薬品の供給
その他薬事衛生をつかさどることによって、公
衆衛生の向上及び増進に寄与し、もって国民
の健康な生活を確保するものとする」と薬剤
師法に規定されています。「薬剤師がいなけれ
ばいけない」、「薬剤師がいてよかった」と言わ
しめて初めて社会に貢献しているといえるで
しょう。これからの学びの中で、地域住民の医
療を支える自覚を身につける必要があります。
　さて、皆さんへはすでに通知していますが、
本学は平成30年度に北海道科学大学と発展
的に統合し、北海道科学大学薬学部に移行
する計画です。大学統合によって、学生総数
４,000名以上の大きな規模の大学となります。
皆さんは、他学部の学生の皆さんとも切磋琢
磨し、人間として成長して欲しいと思います。
　わたしが本日の入学宣誓式において皆さん
に伝えたいことは２つです。「自ら学ぶ習慣を
身につけ、質の高い学習をすること」と「社会
に貢献できる薬剤師を目指すこと」です。
　皆さんの頑張りに期待しています。

　3月9日（水）に、平成27年度学位記授与
式を札幌ガーデンパレスにおいて挙行し、
大学院修了生2名と学部卒業生151名に対
し学位記を授与しました。 
　学位記授与式に続いて学業・学術面にお
いて優れた評価を受けた、大学院薬学研
究科臨床薬学専攻博士課程千田明日菜さ
ん、山 佳織さん、および薬学部薬学科及川
赳矢さん、西川真由さん、山田晃己さん、大
野凌也さんが学長表彰を受賞し、それぞれ
に表彰状と記念品が贈呈されました。学長
告辞、来賓祝辞、卒業生答辞の後、卒業生
が全員で社会へ巣立つ薬剤師として宣誓
を行いました。
　授与式終了後には立食形式の卒業祝賀
パーティーを開催し、たくさんの卒業生と

ご父母が参加されました。パーティーの開
催にあたり、渡辺一弘副学長、山﨑博章桂
青会委員長よりお祝いのことばが贈られま
した。パーティーは唐澤豪貴同窓会会長の
乾杯でスタートし、会場はおおいに賑わい

ました。卒業生を代表して西川真由さんが
挨拶のことばを述べた後、最後に猪爪信夫
副学長による激励のことばで、パーティー
は盛会のうちに終了しました。



薬学教育系　薬学教育分野　准教授　野呂瀬 崇彦
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学生部長表彰

平成27年度 「大和田賞」授与

表彰を受けた西川真由さん（左）と山田晃己さん（右）

朝夕のミーティング 後列右から2番目が野呂瀬准教授

　3月9日（水）の学位記授与式内で、第４回
大和田賞の授与式を行いました。大和田賞は
故大和田榮治前学長からのご寄付により、
平成24～29年度の６年間にわたり、卒業生
の６年次の総合演習の成績上位者２名に対

して各10万円の奨学褒賞金を授与するもの
です。本年度は山田晃己さん、西川真由さん
が受賞しました。

　3月9日（水） 、札幌ガーデンパレスにお
いて、学位記授与式に先立ち、学生部長表
彰の授与式を行いました。今回の表彰者
は、北広島市の市民健康まつりに1年生のと
きから薬剤師会スタッフとして参加し社会
貢献を果たすとともに、6年間を通じて優
秀な学業成績を修めた6年生の藤澤春香さ
ん、第22回日本未病システム学会学術総会

において優秀演題賞を受賞した6年生の金
澤沙衣さん、日本薬学会第5回全国学生
ワークショップに本学代表として参加し
ワークショップの成功に大きく貢献した6年
生の山田晃己さんです。それぞれの業績が
本学の名誉を著しく高めたと認められまし
た。 表彰者には、丹保好子学生部長から表
彰状と記念品が贈呈されました。
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左より金澤沙衣さん、藤澤春香さん、山田晃己さん

熊本地震災害支援報告

　5月1日より7日までの７日間、日本薬剤師
会の支援薬剤師活動に基づき、北海道薬剤
師会災害支援チーム第２班（3名）のメンバー
として、熊本県嘉島町にて災害支援活動に従
事して参りました。この間、北海道薬剤師会
のほか、広島県薬剤師会、鹿児島県薬剤師
会、熊本県薬剤師会からも支援薬剤師が派
遣され、概ね7～10名の薬剤師が支援活動
に携わりました。最も被害の大きかった益城
町に隣接する嘉島町には全半壊の家屋が多
数あり、派遣時にはおよそ650名の住民が5
カ所の避難所に避難されていました。
　私たちが行った主な活動は、嘉島町民会館
横に設置された自衛隊救護所の災害処方箋
に基づく広島県薬剤師会所有のモバイル
ファーマシーにおける調剤業務や、指定避難
所となり、約420名が避難していた嘉島町体
育館をはじめとする、5カ所の避難所での巡
回健康相談および衛生管理支援でした。
　派遣時には幸いなことに、すでに町内の多
くの医療機関、保険薬局は営業再開をしてお
り、救護所に対する医療ニーズはほぼ収束に
向かっておりました。一方、日々25度を超える
気温が続き、避難所では熱中症や食中毒のリ
スクが高まっており、経口補水液の設置と摂
取方法の指導、台所やゴミ捨て場、トイレ等
の衛生状態のチェックと清掃指導、消毒剤の
設置と使用方法指導等のニーズが高かったよ

うに思います。また、巡回時の避難者との対
話から心疾患のリスクが明らかとなり、受診
勧奨した結果心肥大が発見されたケース、喘
息を患う高齢者の吸入薬の使用方法の問題
が発見されたケース等、様々な医療上の問題
点への対応も必要とされました。
　今回の活動では、保健師や栄養士との連
携による避難所巡回、支援の機会が多く、共
同巡回や朝夕のミーティングで要支援避難
者の情報を共有し、薬剤師だけでは十分に
掘り起こせない医療ニーズに対応することが
できました。改めて多職種との連携の重要性
を認識できました。
　嘉島町の自衛隊救護所が8日に撤収する
ことに伴い、薬剤師支援も8日で終了するこ
ととなりました。町の保健師からは「ぜひ薬
剤師に継続して支援に関わってほしい」との
要請もありましたが、連休明けに伴い全国

からの支援薬剤師が激減することから、よ
り被害の大きい益城町、南阿蘇村への医療
資源の集約が必要となり、期待に沿うこと
は困難な状況でした。
　私が災害支援に携わるのは、東日本大震
災における石巻での支援活動に続き二回目
でしたが、改めて、災害時の医療・公衆衛生
における薬剤師の役割を認識しました。
　熊本県、大分県における災害支援は長期
化することが予測されます。私も自分のでき
る範囲で支援を継続していきたいと考えてい
ます。また、今回の災害支援の経験を、今後
の薬学教育に活かしていければと思います。
　なお、今回の災害支援派遣においては、北
海道薬剤師会はもとより、北海道薬科大学
学長はじめ事務局の方々、職場の同僚の多
大なるご理解・ご支援をいただきました。心
より感謝申しあげます。
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ハワイ語学研修の2週間
北海道薬科大学　4年　原田 真弓

　3月6日から20日まで、1～3年生14人でハワ
イでの語学研修に参加してきました。ハワイで
過ごした2週間はとても内容の濃い充実した
日々でした。このプログラムならではの経験が
たくさんできたと思います。
　まず初めに薬局見学です。薬局では、OTC
薬の商品の陳列のされ方やどのような商品が
販売されているかを見ました。ハワイの薬局
の商品棚は、現地の人の身長に合わせている
のか、日本より高く、日本人には少し取りにく
いと感じられました。また、胃薬やビタミン剤
が果物の味付きでカラフルになっているもの
や、キャラクターの形になっているものがあり、
見た目が可愛らしく薬に対する抵抗感を軽減
していて、とても良いと思いました。日本では
あまり見ないのですが、多くの風邪薬が日中
用と夜用の2種類を1セットとしてパッケージ
され、販売されているのも見ました。夜眠ると
きに息苦しくならないように夜用には鼻水を
抑える成分が多く含まれているみたいです。
薬局のカウンターの中に入れてもらって、実
際にお客さんから処方箋を受け取って調剤す
る流れを見せていただきました。アメリカでは、
薬剤師が薬局でインフルエンザの予防接種
をする権利があるというのが驚きでした。
　次に病院見学です。病院では、調剤専門のテ
クニシャンと呼ばれる人たちの仕事を実際に
見学させていただきました。また、現地の薬学
部の学生と病院内の食堂で昼食をとりながら

会話する機会もあり、アメリカと日本の授業内
容や大学の仕組みの違いや、なぜ薬剤師にな
りたいのかなど、同じ薬剤師を目指す異国の
仲間と様々な話をすることができて、とてもた
めになりました。
　そして、ハワイ大学でのRobの授業は本当に
素敵でした。Robはベジタリアンで、とっても
チャーミングな先生です。初めての授業の日、
私達に英語でのニックネームを考えてくれまし
た。私には「マージョリー」という名前をつけて
くれましたが、最後まで覚えられなかったのか、
「マーガレット」と呼ばれていました。他のメン
バーはちゃんと覚えてもらっていたので、「悲し
くなかった」と言ったら嘘になりますが、謝って
きた時のRobのおちゃめな顔が可愛らしかっ
たので、いつもすぐに許してしまいました。授業
では、ハワイの文化について学び、英語の歌を
歌い、ハワイ大学の学生たちと英語だけで会話
し、そうして、みんなすぐにRobの授業と笑顔
が大好きになりました。Robが毎日のように口
にしていた"Don't be shy"という言葉を私達
は忘れないでしょう。
　授業の最終日に、2週間の成果を発表するた
めに、ホテルの会場で卒業式をしました。一人
ひとり英語のスピーチをし、式の締めくくりに
はザ・カーペンターズの"Top of the World"を
14人の力を合わせ、歌って踊りました。前日の
夜3時まで自主練習をした成果が表れたのか、
気づくと、私たちのエスコートとしてハワイに

同行した大野拓恵先生が感動の涙を流してい
ました。正直、先生の感動するタイミングに驚
きましたが、そんな先生を見て、私達も笑いと
涙が止まらなくなってしまいました。
　さて、ここまで真面目なことばかり書きまし
たが、勉強だけではなく、「遊ぶ時は遊ぶ！」と
しっかりけじめをつけて、海に行ったり、山に
行ったり、お買い物したり……楽しい思い出が
たくさんできました！そうしてみんなで過ごし
ているうちに、出発する時には学年もバラバラ
でほとんど話したことのなかった14人が帰国
の時にはすっかり仲良くなっていました。それ
はまるで兄弟姉妹のようでした。
　これも、私が部屋のカードキーを初日から閉
じ込めてしまっても怒らずに寮のフロントまで
ついてきてくれた父のような加藤隆治先生と、
私達のために涙を流してくれた母のような大
野拓恵先生のおかげだと思っています。
　もし少しでも興味を持った方はぜひ参加し
て、楽しさを実感してきて欲しいです。学生で
いられる今のうちでないと、長期で海外に行く
のが難しくなってしまうし、この語学研修には
北海道薬科大学ならではの楽しいプログラム
がたくさんつまっています。
　最後に、今回のメンバーでハワイの語学研修
に行けて本当に良かったです。楽しい思い出を
ありがとうございました。マハロ。

「薬物乱用防止キャンペーン」に参加
　3月6日（日）に、一般社団法人札幌薬剤師
会とAIR-G’ FM北海道の共同主催で『第10
回社会貢献事業薬物乱用防止キャンペーン
「ひとつの命を大切に」vol.10』がサッポロ
ファクトリー・アトリウムで開催され、「薬物
乱用の危険性」を理解してもらうことを目的
として、本学から桂青会薬物乱用防止局をは
じめとする学生19名が参加しました。
　「北海道薬科大学コーナー」では、生薬を
使った入浴剤づくりと、お菓子を使った粉

砕調剤の模擬体験実習を実施し、200名以
上の方が参加しました。また、ステージ上で
は、お茶と鉄剤、制酸剤とオレンジジュース
を一緒に飲んではいけない理由を解説する
ための実験を含めたクイズや、ダンス部によ
るパフォーマンスを行いました。薬物乱用防
止キャンペーンのテーマソング「change 
my life」がミュージシャン「laufen （ラウ
フェン）」によってつくられるなど、第10回と
いう節目を迎え、キャンペーンはたいへんな

賑わいを見せていました。



　千田明日菜氏、山 佳織氏、向 祐志氏が本学の博士（薬学）を取得しました。課程博士を取得した千田氏と山氏には3月9日(水)に挙行した学位記授与式
で、論文博士の向氏には3月8日（火）に学長室において授与しました。３氏の論文題目と概要は次のとおりです。

5

3氏に博士学位を授与

新入生一泊オリエンテーションを開催
　4月11日（月）、12日（火）に、ガトーキング
ダムサッポロにおいて、新入生を対象とした
一泊オリエンテーションを開催しました。本
行事は１年次の必修科目「薬学生入門」の大
区分1「大学生活におけるコミュニティの形
成」として開講するもので、新入生がクラス
担任や学生同士との親睦を深めるととも
に、これから始まる大学生活への不安を和
らげ、スムーズに大学生活に入れるようにな
ることを目的としています。
　今年で8年目を迎える本行事は、今回も2
～6年の学部生20名のファシリテーターが
中心となって進められました。最初は緊張
気味だった新入生も、ファシリテーターや
担任教員のサポートによって徐々に笑顔を
見せ、夕食時にはクラス以外の教員や学生

とも積極的に会話を交わしていました。夕
食後に設けられた「先輩と語ろうタイム」で
は、大学の勉強や部活動をはじめ、大学生
活に関する新入生の率直な疑問にファシリ
テーターが親身になって答えていました。
　参加した新入生からは「最初は緊張した
が、ファシリテーターや先生のお陰で楽し
い2日間になった」、「知り合いが全くいな
かったが、友達をたくさんつくることができ
た」、「いろいろな考え方や意見があって参
考になった」、「担任が優しい先生で、いろい
ろな話を聞くことができた」といった感想が
聞かれました。また、ファシリテーターから
は「ファシリテーターのお陰で楽しい２日間
になったと言われて、本当に嬉しかった」、
「準備は大変だったけれど、ファシリテー
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ターが一丸となって新入生をサポートする
という体験ができて本当に感動的だった」
などの感想があり、「来年もファシリテー
ターを絶対やりたい！」と目を輝かせていま
した。恒例行事となりましたが、今後も参加
者全員にとって意義のある行事となるよう
にしていきます。

アンジオテンシンII受容体拮抗薬の
アラキドン酸代謝に及ぼす影響

　アラキドン酸(AA)は、CYP酵素を介して心
保護効果があるエイコサノイド類(Es)に代謝
される。本研究では、アンジオテンシンII受容
体拮抗薬（ARBs）のAA代謝に及ぼす影響に
ついて検討した。その結果、ARBsはCYP酵素
の阻害によりEs生成を低下させ、心血管系疾
患のリスクを増加させる可能性を見い出した
が、臨床試験では血中Es濃度に有意差は認め
られなかった。しかし、ARBsとスタチン系薬
併用群では血中Es濃度が低い傾向にあった。
また、高血圧症患者群ではARBs服用の有無
に関わらずEs濃度の有意な低下が見られた。

論文題目

　エパルレスタット（EPS）はアルドース還元酵
素阻害剤で、糖尿病性末梢神経障害の治療薬と
して臨床で使用されている。EPSの新規作用を
見出すことを目的として培養細胞を用いて検討
した。その結果、EPSはグルタチオンなどの抗酸
化因子の発現を増加することを明らかにした。こ
の増加は、酸化ストレス応答機構の転写因子で
あるNrf2の活性化を伴って生じている。さらに、
EPSが酸化ストレスにより誘導される細胞障害
を抑制することを明らかにした。これらの成果
は、既存の医薬品に新規作用を見出すドラッグ・
リプロファイリング研究に繋がる基礎研究とし
て、EPSが酸化ストレスの関与する種々の疾患の
治療に役立てられる可能性を示すものである。

千田 明日菜氏

エパルレスタットによるNrf2制御抗酸化
因子の発現誘導に関する研究

論文題目

山 佳織氏

ロサルタンのＣＹＰ2Ｃ8阻害作用に
関する研究

論文題目

向 祐志氏

　薬物間相互作用（DDI）は、薬物有害事象の原
因のうち回避可能なものの１つである。本研究
では、アンジオテンシンII受容体拮抗薬であるロ
サルタンのCYP2C8を介したDDIリスクについ
て、肝への分布特性を考慮し評価した。CYP2C8
のみを発現させたリコンビナント酵素を用いた
パクリタキセル代謝阻害実験により、ロサルタ
ンのCYP2C8阻害形式は競合阻害であること
を明らかにした。また、様々なヒト肝ミクロソー
ムを用いたパクリタキセル代謝阻害実験によ
り、ロサルタンによるCYP2C8阻害作用の程度
は個体間で異なるが、in vivoでCYP2C8に対す
る弱い競合型阻害薬となる可能性が示された。



新入生歓迎会を開催
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北海道薬科大学広報部北薬大情報

　4月12日（火）13時より、A棟1階学生食堂
（HUSテラス）において、桂青会主催の新入
生歓迎会を開催しました。一泊オリエン
テーションから帰って来た新入生をHUSテ
ラスに迎え入れ、桂青会クラブ局局長の挨
拶を皮切りに、各クラブの先輩たちが新入
部員を獲得しようとそれぞれ趣向を凝らし

面接対策講座を開催
　4月14日（木）、15日（金）の2日間、外部の
講師を招き、5、6年生を対象に面接対策講
座を開催しました。講座では、1日目に服装や
入退室マナー、採用側の視点、面接のポイン
トなどを整理し、面接官を惹きつける自己
PR・志望動機を履歴書に記載する方法につ

第1回就職相談会を開催
　4月16日（土）に、A棟２階・３階の講義室お
よび学習ラウンジにおいて、北海道内外の病
院（115）、薬局（73）、製薬企業・医薬品卸・行
政機関など（20）、計208企業の採用担当者
の参加のもと就職相談会を開催しました。
　12時より渡辺泰裕学長、佐藤久美就職
部長の挨拶から始まり、注意事項の説明
後、12時30分から15時30分まで、企業
ブースにおいて学生との個別面談を行いま

第25回卒業生・在学生合同懇話会を開催
　4月16日（土）18時30分より、札幌全日空
ホテルにおいて、北海道薬科大学同窓会
（北薬会）主催により、社会で活躍する卒業
生と活発に情報交換を行うことを目的とし
た第25回卒業生・在学生合同懇話会が開
催されました。参加者は、調剤薬局、病院、
医薬品卸、薬事・衛生関連企業および製薬
会社などに勤務する卒業生181名、在学生

した。学生は採用担当者から採用条件、職
務内容、就職試験や勤務地などの詳細な情
報を収集しました。相談会には6年生172名
が参加し、また、キャリア教育の一環とし
て、3年生2名、4年生17名、5年生114名が
見学体験や情報収集のために参加しまし
た。例年より5年生の参加が多く、早い時期
から自分の将来像に目を向ける学生が増え
てきました。

いて学びました。2日目は少人数のグループ
に分かれて、本番同様にグループ面接を複数
回行いました。講師から個々に指導を受けた
後、再度面接を体験することで、学生たちは
自分の課題を自覚し、自信をもって本番の面
接に臨めるよう対策を行いました。

新入生対象講演会を開催
　4月16日（土）に、新入生を対象に講演会
を開催しました。本講演会は、必修科目「薬
学生入門」の大区分２「健康への価値観を
高める」として実施されました。
　第一部は、山形県天童市のおいのもり調
剤薬局の加藤淳先生による「喫煙と健康被
害について」でした。喫煙による健康被害、
禁煙指導と薬剤師の関わりについて、音声
や動画を交え、時折、学生の笑いを誘う分

かりやすい講演でした。第二部は、北海道警
察本部刑事部薬物銃器対策課の波岸史明
警部による「薬物乱用防止について」でした。
有名俳優を起用した啓発ビデオの映像と波
岸警部の実体験によって危険ドラッグの恐
ろしさが心に深く刻まれるとともに、「ダメ。
ゼッタイ。」の思いを強くした講演でした。講
演後、新入生から様々な質問もあり、活発な
質疑応答が行われました。

たクラブの紹介を行いました。新入生は振舞
われたスペシャルカレーを食べながら、先輩
たちのパフォーマンスに見入っていました。
参加人数に対してHUSテラスは若干手狭で
したが、かえって先輩と新入生の距離が縮ま
り、歓迎会は盛況のうちに終了しました。

175名、教職員28名の総勢384名でした。
今年は例年に比べ卒業生の参加が多く、過
去最高の参加者数となりました。唐澤豪貴同
窓会長と渡辺泰裕学長の挨拶で始まった会
では、在学生が積極的に卒業生へ薬剤師業
務に関する具体的な内容や就職活動のポイ
ントなどについて、熱心に質問していました。
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「北海道薬学実務実習フォーラム2016」を開催
　4月17日（日）に、札幌医科大学臨床教育
研究棟講堂において、北海道地区調整機
構、北海道薬剤師会、北海道病院薬剤師会、
札幌医科大学および道内薬系3大学（本学、
北海道大学薬学部、北海道医療大学薬学
部）の共催で「北海道薬学実務実習フォーラ
ム2016」を開催しました。
　本フォーラムは、6年制薬学教育の実務実
習の改善・整備を目的に、調整機構、受入施
設および大学がそれぞれの取り組み内容を

報告し、より実りある実務実習の実現を目
指すものです。
　今回は、昨年の薬学教育モデル・コアカリ
キュラムの改訂を受けての実務実習の概要
や、指導薬剤師のアドバンスド・ワーク
ショップ、マッチングシステムの現状と課題
などについて報告を行いました。総合討論
では、実習施設からの質問や要望を基に活
発な意見交換がなされました。

SDA（安全運転者の会）総会および交通安全講習会を開催
　4月21日（木）に、平成28年度SDA
（Safety-minded Drivers’ Association、
北海道薬科大学安全運転者の会）総会およ
び交通安全講習会が開催され、154名の学
生と教職員が参加しました。
　総会は現SDA会長 村上彩子さん（4年
生）の司会で進められ、新会長に後藤佑太
君（3年生）が選出されました。平成27年度

決算と平成28年度予算が承認された後、
「セーフティラリー北海道2016」の紹介と参
加申込案内が行われました。続いて、手稲警
察署 交通第一課長 秋山文博警部による交
通安全講習会が開催されました。運転前に
はスクワットなどの運動が重要であること
や、交差点における交通事故を回避するた
めの配慮などの講演が行われました。

平成28年度 薬系キャリア研究会（ランチョンセミナー）を開催
　学生を対象とした平成28年度薬系キャリ
ア研究会（ランチョンセミナー）を開催して
います。今年度のランチョンセミナーは、5月
20日（金）を皮切りに、年間24企業の参加
が予定されています。
　当セミナーは病院、医療機関を中心に会

社概要、業務内容、新入社員向け教育カリ
キュラムなど、就職相談会や企業訪問では
得ることのできない業界・企業情報の収集
の場として学生が活用しています。ランチを
食べながら進路を考えるまたとない機会と
して、多くの学生が参加しています。

北海道出身海外移住者子弟留学生の
加藤・ナンシー・マリセルさん（アルゼンチン）が留学を終え、帰国

　公益社団法人北海道国際交流・協力総合
センター（HIECC）による平成27年度北海道
出身海外移住者子弟留学生受入事業によ
り、平成27年4月14日から大学院研究生とし
て来学していた加藤･ナンシー･マリセルさん
（Universidad Nacional de La Plata〈ラ・
プラタ国立大学〉、アルゼンチン）が、平成28
年3月18日（金）の修了式（HIECC主催：ホテ
ルポールスター札幌）において、HIECCから
の修了証書と北海道知事からの「北海道国
際協力友好推進員」の委嘱状が授与されま
した。また、北海道知事より本学へ感謝状が
贈呈されました。
　ナンシーさんは、和田浩二教授、山下 浩准
教授の研究グループでエゾノウワミズザク
ラ、キタコブシに含まれるトリテルペノイド

成分の探索研究に携わりました。また、アル
ゼンチンでは薬局薬剤師として勤務してい
たことから、生薬学から緩和療法学、薬局管
理学や医薬品開発論まで幅広く本学学生と
共に受講し、長期実務実習プレトレーニング
も体験しました。日本の薬局および病院薬剤
師業務に関する研修では、本学附属薬局や
連携協定を結ぶ天使病院、保険調剤薬局、
漢方専門薬局などを見学しました。実験研究
や薬剤師業務の研修に非常に熱心に取り組
んだ結果、日本語もとても上達し、日常会話
から専門的な用語まで日本語を理解できる
ようになりました。帰国後もこの経験を活か
したナンシーさんの活躍を期待しています。 
　ナンシーさんには本学から修了証書が授
与され、3月31日に帰国しました。
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赴任のご挨拶
臨床薬学系　薬物治療学分野　助教　山 佳織
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平成27年度 薬学共用試験が終了
平成27年度薬学共用試験結果

実 施 日 程試 験 名 合格者数 合 格 基 準

本試験：平成27年12月10、11日
再試験：平成28年 2月17日ＣＢＴ 197 正答率60%以上

本試験：平成28年 1月23、24日
再試験：平成28年 2月17日ＯＳＣＥ 197 細目評価70%以上

概略評価5以上

※CBTとOSCEの両方に合格した者薬学共用試験 196

北海道薬科大学広報部北薬大情報

　平成28年4月1日付で薬物治療学分野の
助教として赴任いたしました山 佳織と申し
ます。私は平成24年3月に6年制薬学部の1
期生として本学を卒業しました。その後、本
学大学院臨床薬学専攻博士課程へと進学
し、公衆衛生学分野の丹保好子教授指導の
もと、培養細胞を用いて「糖尿病性末梢神
経障害治療薬による抗酸化因子の発現誘
導」に関する研究に携わり、その研究成果
を論文や学会を通じて発表してきました。
実務研修や北海道薬科大学附属薬局での
アルバイトを通じて薬剤師の実務経験も積
み、卒業研究や実習のティーチングアシスタ
ントの経験を通じて後輩の育成のスキルも
学んできました。
　私は学部6年間で在学生と同様に6年制
薬学教育を受け、薬学共用試験や長期実務

実習・卒業研究に国家試験と経験してきま
した。この経験を活かし、大きく変わりゆく
薬学教育を受ける学生を教員として支えて
いきたいと考えています。また、大学院時代
の様々な経験を活かして基礎と臨床を繋ぐ
ことのできる研究者を目指し、論文や学会
での発表を通じて社会に発信するとともに
後輩の育成にも尽力したいと考えています。
　本年度は、早期体験実習、薬剤師実務体
験実習、実習Ⅳ、Ⅵ、実務実習事前学習を担
当します。すでに4月より実習がスタートし
ていますが、これらの実習は病態や薬物治
療、薬剤師の実務に関わる内容が中心であ
るため、いずれも薬剤師業務に直結します。
また、今後も週に1日程度、附属薬局での薬
剤師業務にも携わり続けます。実務研修を
通じて触れる現場の経験、日々進化する医

学・薬学の知識や情報を教育に盛り込み、
学生の将来に役立つような実習にしたいと
考えています。
　大学教員としても研究者としても未熟で
すが、母校である北海道薬科大学のさらな
る発展に貢献できるように全力で取り組ん
でいきます。今後ともご指導、ご鞭撻をよろ
しくお願い申しあげます。

赴任のご挨拶
基礎教育系　自然科学分野　准教授　齊藤 貴士

　平成28年4月1日付で自然科学分野の准
教授として赴任いたしました齊藤貴士と申
します。本学での講義は薬学計算I、熱力学、
反応速度論、早期体験実習、実習Vを担当し
ております。
　私は東邦大学理学部生物分子科学科を卒
業後、 同大学大学院理学研究科生物分子科
学専攻博士前期課程を修了し、さらに横浜国
立大学大学院工学研究科物質工学専攻博士
後期課程に進学後、大阪大学大学院理学研
究科生物科学専攻博士後期課程に転学し、
博士（理学）の学位を取得しました。学生時代
は、生体内の金属錯体のモデルとなるポル
フィリン金属錯体の合成とその物性の研究、
また金属と結合したタンパク質について分光
学的手法、特に核磁気共鳴分光法（NMR）を
利用した分子構造と物性の相関について研究
しました。博士の学位取得後、大阪大学蛋白

質研究所の博士研究員として、生体内で酸化
還元反応をつかさどるタンパク質のNMRス
ペクトルによる構造解析の研究を行いました。
その後、九州大学デジタルメディシンイニシア
ティブ助教、生体防御医学研究所特任助教と
して、細胞内でつくられたタンパク質の各細
胞小器官への輸送メカニズムを解明するため
に、NMRスペクトル解析法とX線結晶構造解
析法を組み合わせたタンパク質の三次元構造
を基盤とした研究に取り組みました。続いて
2012年から北海道大学大学院薬学研究院技
術職員、特任准教授として創薬科学研究教育
センターの立ち上げに従事しました。この際、
新たな研究手法としてタンパク質やバイオ医
薬品の熱力学的解析の研究を新たに始めま
した。今後もこれまでの経験に基づく物理化
学的手法や分光学的手法によりタンパク質間
相互作用の解析を行い、マラリアをはじめと

する様々な疾患の原因を究明し、そして新規
治療法の研究開発を進めてまいります。また
学内、学外との積極的な共同研究も進めてい
きたいと考えております。
　教育者、そして研究者としてまだまだ未熟
ですが、基礎科学の知識をしっかりと持つ
実力を伴った薬剤師の育成に全力で取り組
んで参ります。今後ともご指導、ご鞭撻のほ
どよろしくお願い申しあげます。
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平成27年度 卒業生の就職・進学状況

平成28年度 学部入学試験結果
　平成28年度の学部入学試験を予定通り実施しました。入試結果は、志願者1,008名、受験者960名、合格者608名でした。

　平成27年度卒業生の就職状況は、就職希望者に対して100%の就職率でした。就職先・
進学状況についてはグラフのとおりです。
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　北海道薬科大学は平成20年度より薬剤師生涯研修プロバイダーとしての認定を受けています。平成28年度の研修プログラムが下記のとお
り決まりました。研修プログラムは、薬剤師業務に関わるタイムリーなテーマを扱う「アップトゥデート講座」、薬剤師が必要とする基本的な技
能を実習・演習形式で学ぶ「スキルアップ講座」、疾病ごとの病態生理と薬物治療を系統的に学ぶ「フォローアップ講座」からなり、薬剤師実務を
支援する内容となっています。なお、本年度の「スキルアップ講座」には、新たに特定テーマ連続講座「臨床推論」を開催します。詳細については
本学生涯センターのホームページ（http://www.hokuyakudai.ac.jp/shogaikenshu/）をご参照ください。    
    

薬剤師生涯研修プログラム

●平成28年度　開催講座予定

講座名 会　場受講
定数講 　 師内 　 容回数

薬剤師
アップトゥデート

講座

薬剤師
教育研修会（　　）

薬剤師
スキルアップ
講座

薬剤師
スキルアップ
講座

特定テーマ
連続講座
「臨床推論」

病態・薬物治療
フォローアップ講座

200

100

40

20

20

20

20

20

20

20

東近江市永源寺診療所
フォトジャーナリスト

高野山大学

北海道大学 脳科学研究教育センター

北海道薬科大学 薬物治療学分野

患医ねっと 株式会社
北海道薬科大学
北海道薬科大学
北海道薬科大学
北海道薬科大学

福島県立医科大学 医療人育成・支援センター
北海道薬科大学
北海道薬科大学
北海道薬科大学
北海道薬科大学

准教授
教　授
准教授
講　師
教　授

石川和信
加納誠一朗
坂東　勉
藤本哲也
早勢伸正

所　長 花戸貴司
國森康弘

教　授 井上ウィマラ

招聘教授 本間さと

教　授 三浦　淳

代表取締役
准教授
准教授
准教授
講　師

鈴木信行
野呂瀬崇彦
村上美穂
山下美妃
村岡千種

上越地域医療センター病院
北海道薬科大学
北海道薬科大学
北海道薬科大学

薬剤部 主任 山田和範中村記念南病院
チューター4～5名

総合内科 主任医長 松坂　俊手稲渓仁会病院
チューター4～5名

医療実務薬学教室 川口　崇東京薬科大学
チューター4～5名

代表理事 岸田直樹一般社団法人 Sapporo Medical Academy
チューター4～5名

薬局長
准教授
講　師
教　授

宮川哲也
坂東　勉
伊東佳美
早勢伸正

1
（118）
2

（119）

3
（120）

1

2

3

1

2

3

4

幸せな人生の最期とは
～看取りの現場から～

生物時計とからだのリズム：最適な
投薬時刻を決めるからだの仕組み

睡眠障害の薬物療法・非薬物療法

患者協働型医療実践ワークショップ
～患者協働の医療に向けて、薬剤師が
できること・するべきこととは？～

薬剤師のためのフィジカル・アセスメント 
～褥瘡外用療法の知識と技術
（ベッド実習を含め）～

プロブレムリスト

疾患の想起

副作用推論

臨床推論の実践

チューター
山田和範（中村記念南病院）、藤居 賢、國本雄介（札幌医科大学附属病院）、門村将太（札幌北辰病院）、
山崎洋平（手稲渓仁会病院）、渡辺浩彰（北海道整形外科記念病院）   

開催予定日：10/15（土）、11/5（土）、12/3（土）、1/14（土）、2/4（土）、3/4（土）　時間：15：30～18：30
テーマはホームページや生涯学習センターの講座案内にて、8月上旬頃にご案内できる予定です。   

フィジカルアセスメントと症例検討
～医薬連携のためのパスポート「バ
イタルサイン測定」～

悲しむ力と育む力：医療者のための
スピリチュアルケアという視点

北海道薬科大学

北海道薬科大学
サテライトキャンパス

室蘭市内予定

北海道薬科大学
サテライトキャンパス

北海道薬科大学

北海道薬科大学

北海道薬科大学
サテライトキャンパス

北海道薬科大学
サテライトキャンパス

開催日

H28/5/28（土）

H28/7/8（金）

H28/9/3（土）

H28/6/19（日）

H28/7/24（日）

H28/10/2（日）

H28/8/21（日）

H28/10/23（日）

H28/11/27（日）

H28/12/4（日）

病院
41.9％

薬局
50.9％

製薬企業等
3.6％

公務員 0.9％
進学 2.7％
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[ K A T S U R A ]
か つ ら

北海道薬科大学広報部北薬大情報

　文部科学省および日本学術振興会から、平成28年度科学研究費補助金の交付内定が通知されました。内定者および研究課題名は次のとおりです。

科学研究費補助金

人事異動のお知らせ
　平成28年度理事長発令の校務役職をお
知らせします。

校務役職発令

■基盤研究（C） 生命科学分野　前田 伸司 教授
「非同義置換一塩基多型を利用した結核菌機能因子の探索」

■基盤研究（C） 薬事管理学分野　櫻井 秀彦 教授
「専門サービスの知覚品質と顧客満足ならびに従業員満足の
 影響構造に関する実証研究」

■若手研究（B） 薬理学分野　髙栗　郷 准教授
「骨格筋における糖代謝調節に関わるADAM17の制御機構と
 生理的意義の解明」

■挑戦的萌芽研究 薬剤学分野　丁野 純男 教授
「次世代イメージングとDDSの融合が織りなす
 動脈プラーク高精度検出法創製への挑戦」

新  

規

■基盤研究（C） 臨床薬学分野　戸田 貴大 教授
「ARBs服用患者における血清中EETs濃度と
 心血管系イベント発症との関係」

継
　
続

■基盤研究（C） 地域医療薬学分野　古田 精一 教授
「慢性患者の服薬アドヒアランス尺度の構築と影響因子に関する
 実証研究」

■基盤研究（C） 地域医療薬学分野　柳本 ひとみ 講師
「在宅医療における薬物療法モニタリング機能拡大に関する
 実証研究」

■若手研究（B） 薬剤学分野　髙橋 夏子 講師
「抗腫瘍薬による自然免疫能の変動と栄養輸送担体との発現調節の関連性」

■若手研究（B） 薬剤学分野　戸上 紘平 講師
「病巣の肺胞構造制御に基づく難治性呼吸器疾患治療DDSの創出」

■若手研究（B） 生命科学分野　中田 章史 講師
「放射線汚染地域に生息する野生動物における体内被ばくと
 染色体異常による影響評価」

●採用（平成28年4月1日付）
准教授 　　　　齊藤貴士
（基礎教育系自然科学分野）

助　教 　　　　山　佳織
（臨床薬学系薬物治療学分野）

●昇格（平成28年4月1日付）
講　師　　　　 　三原義広
（基礎薬学系医薬化学分野）

講　師　　　　 　佐藤恵亮
（応用薬学系公衆衛生学分野）

●転出（平成28年4月1日付）
講　師　　　 　　田中三栄子
（北科大 高等教育支援センター講師へ）

講　師　　　 　　渡部智希
（北科大 工学部講師へ）

学       長 渡辺泰裕
副  学  長 渡辺一弘（薬学科長兼任）

猪爪信夫

江川祥子
佐藤久美
早川　達
櫻井秀彦
渡辺一弘
吉岡忠夫
猪爪信夫
江川祥子
丹保好子
佐藤久美
戸田貴大
和田浩二
佐藤秀紀
和田浩二
佐藤久美
伊藤慎二
桜井光一
今田愛也
渡辺一弘
早川　達

◇教員

●採用（平成28年4月1日付）
教務課・主事　　　福田吏一
総務課・契約職員　今堀　栞
入試課・契約職員　福永弘恵

●転入（平成28年4月1日付）
学生課・就職係長　石津　浩
（法人・教育研究推進課地域連携係長から）

●昇格（平成28年4月1日付）
教務課・教務課長　上田　豊

●退職（平成28年3月31日付）
入試課・契約職員　布川幹子

●転出（平成28年4月1日付）
学生課・主事　　　吉田　隆
（北科大・教務課教務第三係主事へ）

総務課・契約職員　大野彩美
（北科大・入試第二課主事へ）

◇職員

薬学科

薬学科

薬学科

薬学科

薬学科

薬学科

大学院運営部

教務部

学生部

就職部

入試部

広報部

図書館

薬用植物園

実験動物センター

RIセンター

中央機器センター

教育情報センター

薬学教育研究センター

生涯学習センター

基礎薬学系主任

応用薬学系主任

臨床薬学系主任

社会薬学系主任

薬学教育系主任

基礎教育系主任　

部長

部長

部長

部長

部長

部長

館長

園長

センター長

センター長

センター長

センター長

センター長

センター長
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平成28年度 年間行事予定

9月

3日（水）

7日（日）
10日（水）
18日（木）
22日（月）
23日（火）

29日（月）

前期定期試験（学部3・4年：～8日）
前期成績発表（学部5年）
第2回オープンキャンパス
第２学期終講（学部1・2年）
仮進級試験科目解説授業（学部3・4年：～19日）
仮進級試験（学部3・4年：～23日）
前期定期試験結果発表（学部3・4年）
第２学期定期試験（学部1・2年：～9月1日）
前期追・再試験（学部3年：～9月1日）
後期始講（学部6年）
前期追・再試験（学部4年：～31日）

8月

1日（金）

4日（月）
5日（火）
11日（月）
19日（火）
22日（金）
25日（月）

28日（木）

第1学期成績発表（学部1・2年）
就職部ガイダンス（学部5年）
就職支援講座（学部5年）
介護福祉体験実習（学部2年：～15日）
前期定期試験結果発表（学部5年）
早期体験学習（学部1年：～15日）
仮進級試験（学部5年：～20日）
実務実習Ⅰ期終了（学部6年）
追・再試験（学部5年：～27日）
国試・演習IX・総合演習・就職部ガイダンス・就職講演会（学部6年）
前期終講（学部3・4年）
卒業延期生総合演習Ⅱ定期試験（学部6年：～29日）

7月

6日（月）
9日（木）

13日（月）

15日（水）
18日（土）
20日（月）
23日（木）
24日（金）
26日（日）

27日（月）

第2回薬系キャリア研究会（講演会）
第１学期終講（学部1・2年）
中間試験（学部3年：～14日）
前期定期試験（学部5年：～15日）
第１学期定期試験（学部1・2年：～17日）
体育祭
第2学期始講
ガイダンス（学部5年）
実務実習顔合わせ（学部5年）
第1回オープンキャンパス
追試験実施予定期間（学部1・2年：～29日）
第3回薬系キャリア研究会（講演会）

6月

2日（月）
9日（月）

15日（日）
27日（金）

開学記念日振替休日（開学記念日：15日）
実務実習Ⅰ期（学部6年：～7月22日）
開学記念日
第1回薬系キャリア研究会

5月

24日（木）

4日（月）
5日（火）

7日（木）

8日（金）

11日（月）
12日（火）

14日（木）

16日（土）

下旬

仮進級試験科目解説講義（学部2年：～5日）
仮進級試験（学部6年：～6日）
入学宣誓式
仮進級試験（学部2年：～8日）
ガイダンス、健康診断、テキスト販売（～13日）
基礎学力試験（学部1年）
実務実習ガイダンス（学部6年）
新入生一泊オリエンテーション（～12日）
新入生歓迎会
第1学期始講（学部1・2年）
前期始講（学部3～6年）
就職講座（面接対策講座）（学部5・6年：～15日）
新入生対象講演会
第1回就職相談会
交通安全講習会
桂青会任命式

4月

5日（日）
9日（木）

14日（火）
17日（金）
24日（金）

海外語学研修（学部1～3年：～19日）
学位記授与式
進級発表（学部1～5年）
後期終講（学部4年）
実務実習Ⅲ期終了（学部5年）

1日（水）
2日（木）
6日（月）

8日（水）

17日（金）

23日（木）

25日（土）

26日（日）
27日（月）

一般入学試験前期A日程（学部）
一般入学試験前期B日程（学部）
後期定期試験（学部3年：～10日）
追試験実施予定期間（学部1・2年：～10日）
総合演習Ⅱ追再試験（学部6年：～9日）
第４学期成績発表（学部1・2年）
後期定期試験結果発表（学部3年）
卒業発表（学部6年）
第1～4学期再試験（学部1・2年：～3月1日）
薬学共用試験追・再試験（CBT）（学部4年）
薬学共用試験追・再試験（OSCE）（学部4年）
薬剤師国家試験（予定）（～26日）
一般入学試験後期日程
後期追・再試験（学部3・4年：～3月2日）

2月

5日（木）
9日（月）

13日（金）
16日（月）
18日（水）
19日（木）
24日（火）

25日（水）

27日（金）

冬季休業明け始講
実務実習Ⅲ期（学部5年：～3月24日）
後期終講（学部6年）
総合演習Ⅱ定期試験（学部6年：～17日）
第4学期終講（学部1・2年）
薬学共用試験（CBT）（学部4年：～20日）
第5回薬系キャリア研究会（講演会）
第4学期定期試験（学部1・2年：～27日）
薬学共用試験（CBT）合格通知予定（学部4年）
後期終講（学部3年）

1月

3日（土）
10日（土）
13日（火）
14日（水）
22日（木）
23日（金）

第2回就職相談会
薬学共用試験（OSCE）（学部4年：～11日）
薬学共用試験（OSCE）合格通知予定（学部4年）
第4回薬系キャリア研究会（講演会）
総合演習Ⅰ試験（学部4年）
冬季休業開始

12月

11月

第３期終講（学部1・2年）
後期定期試験（学部4年：～8日）
薬学共用試験ガイダンス
就職に関する講演会（学部4年）
第３学期定期試験（学部1・2年：～11日）
第4学期始講（学部1・2年）
後期定期試験結果発表（学部4年）
中間試験（学部3年：～18日）
実務実習Ⅱ期終了（学部5年）
公募制・系列校・指定校・同窓生子女推薦、社会人入学試験（学部）
追試験実施予定期間（学部1・2年：～24日）
実務実習配属ガイダンス（学部4年）
実務実習事前学習（学部4年：～12月7日）
実務実習配属ガイダンス、就職部ガイダンス、就職講演会（学部5年）
就職部OG・OBによる就職講演会（学部5年）
薬学生のための就職基礎講座（学部5年：～29日）
第３学期成績発表（学部1・2年）
実務実習ガイダンス（学部5年）
総合演習Ⅱ中間試験（学部6年：～12月1日）
冬道安全運転講習会

1日（土）
15日（土）
17日（月）
22日（土）

第3回オープンキャンパス
父母懇談会（地方：～16日）
体験学習（学部3年：～28日）
父母懇談会（本学）

10月

1日（木）

5日（月）

8日（木）

9日（金）
12日（月）
16日（金）
23日（金）
26日（月）
27日（火）

体験CBT（学部4年：～2日）
卒業延期生卒業発表（学部6年）
白衣授与式（学部5年）
後期始講（学部3・4年）
実務実習第Ⅱ期（学部5年：～11月18日）
第3学期始講（学部1・2年）
追試験実施予定期間（学部1・2年：～13日）
卒業研究発表会（学部6年：～9日）
卒業延期生学位記授与式（午前）（学部6年）
前期成績発表（学部3・4年）
第2学期成績発表（学部1・2年）
大学祭（～25日）
大学祭振替休日
前期成績発表（学部6年）

2日（水）
4日（金）

8日（火）

9日（水）
14日（月）
16日（水）
17日（木）
18日（金）
20日（日）

21日（月）

24日（木）
25日（金）
28日（月）

30日（水）

下旬

3月



募集人員

出願期間

試験日

試験地

試験内容

3人

平成28年11月4日（金）～11月11日（金）必着

平成28年11月20日（日）

札幌（本学）

基礎学力試験（数学、外国語、理科）、面接（個人）

※ 一般入試前期のA日程・B日程の両日受験も可能です。
　 試験科目の詳細な範囲は学生募集要項を参照してください。

募集人員

出願期間

試験日

試験地

10人15人 30人

公募制推薦 同窓生子女自己推薦

50人

指定校推薦系列校推薦

平成28年11月4日（金）～11月11日（金）必着

平成28年11月20日（日）

札幌（本学）

書類審査、
面接（グループ）

高等学校の学習
成績、基礎学力
試験（数学、外国
語、理科）、面接
（グループ）

高等学校の学習
成績、基礎学力
確認（理科）、面
接（個人）

書類審査、面接
（グループ：基礎
的な科学の知
識を含む）

試験内容

募集人員

出願期間

試験日

試験地

試験内容

70人 5人

前 期 後 期

平成29年1月6日（金）
～1月20日（金）必着

平成29年2月13日（月）
～2月20日（月）必着

平成29年
2月1日（水）

平成29年
2月2日（木） 平成29年2月26日（日）

札幌（本学）、旭川、北見、帯広、釧路、
函館、青森、秋田、盛岡、仙台、東京 札幌（本学）

数学、外国語、理科

※
A日程 B日程

24人 3人

平成29年1月6日（金）
～1月27日（金）必着

平成29年2月13日（月）
～2月24日（金）必着

本学独自の試験は実施しません。 

数学、外国語、理科

出願期間

募集人員

試験日・試験地

試験内容

前 期 後 期

社会人入試推薦入試

大学入試センター試験利用入試一般入試

◎募集学部・学科／薬学部・薬学科（修業年限6年）　
◎入学定員／210人

TEL:011-688-7187
参加のお申し込み・お問い合わせ先

オープンキャンパスのご案内

内容（予定）  開催時間 11：00～16：00（予定）

◎学科紹介 ◎模擬講義 ◎模擬実習
◎学食体験（無料） ◎入試相談

（入試課）

OPEN CAMPUS
6/26    8/7   10/1日 土日

医療の現場で働く薬剤師の仕事や役割を、
模擬講義や多彩な模擬実習を通して知ろう！

[ K A T S U R A ]
か つ ら

北海道薬科大学広報部北薬大情報

http://www.hokuyakudai.ac.jp/本学に関するより詳しい情報は、ホームページでご覧ください。

平成29年度 学生募集要項（概要）

北海道薬科大学・北海道科学大学・短期大学部 ３大学合同開催

◎北海道薬科大学のお役立ち情報や最新ニュースをお届けします!!
QRコードで
簡単アクセス▶　北海道薬科大学LINE@ ID @hokuyakudai

企画編集・発行： 北海道薬科大学 広報部

〒006-8590 北海道札幌市手稲区前田7条15丁目4-1
TEL: 011-676-8700   FAX: 011-676-8666
HP: www.hokuyakudai.ac.jp

ヒューマニティ、コミュニケーション能力、問題発見・解決能力、マネジメント
能力といった基盤能力を基に、専門性を身につけている人材が社会に
求められています。したがって、単に「Professional」だけではなく、後付けの
「Professional+」でもない、基盤能力を前提とする「+Professional」を
育成する。すべての設置校に共通する、わたしたちのスローガンです。
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●白衣授与式 ●体育祭 ●オープンキャンパス ●薬物乱用防止キャンペーン

●白衣授与式を挙行　●桂青会役員委嘱状交付式を挙行　
●本学大学院研究奨励生、学校法人北海道科学大学奨学生、本学奨学生が決定
●本学学生が日本薬学会北海道支部第143回例会で学生優秀発表賞・学生優秀ポスター賞を受賞
●体育祭報告　●第1・2回オープンキャンパスを開催　●早期体験実習・介護福祉体験実習を実施　
●小樽市と連携協定を締結　●本学学生が「エコチルまつり2016」にて「くすりの正しい使い方教室」を開講
●100日間セーフティラリー開会式を開催　●自転車利用に伴う啓発活動を実施　●学生部長表彰
●政令指定都市薬剤師会「薬物乱用防止キャンペーン」に参加　●卒業研究発表会を開催
●100円朝食キャンペーンを実施　●平成28年度薬系キャリア研究会（講演会）を開催
●桂岡キャンパス校舎等解体工事が終了、薬用植物園一般自由見学を再開　●天使大学との連携公開講座で本学教員が講演　
●父母後援会定期総会を開催　●大学院修士課程学位論文発表会を開催・修士学位を授与　
●秋山記念生命科学振興財団の研究助成　●平成28年度薬剤師アップトゥデート講座を開催　
●76th FIP’s World Congress of Pharmacy and Pharmaceutical Sciences 2016の参加・発表報告　
●手稲区防災訓練に参加　●北薬会（本学同窓会）第39回定期総会・懇親会を開催
●第10回科学的・合理的に薬物治療を実践するためのワークショップを開催　●本学で第20回日本地域薬局薬学会年会を開催
●平成29年度 学生募集要項（概要）　●各地の基幹病院に聞く「小樽市立病院」 地元開業医や市民と信頼が深い基幹病院

CONTENTS

北海道薬科大学広報部
北薬大情報
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白衣授与式を挙行

2

[ K A T S U R A ]
か つ ら

北海道薬科大学広報部北薬大情報

　9月1日（木）に、共用講義棟（A棟）にて白
衣授与式を挙行しました。白衣授与式は、こ
れから病院・薬局での各11週間にわたる実
務実習に臨む5年生に対して、医療人として
の意識を高め、医療現場に入る自覚を持って
もらうことを目的として行っています。
　授与式では、各分野責任者の教員から学
生へ白衣が授与されました。続いて、渡辺泰
裕学長からの告辞の後、北海道地区調整機
構支部長・北海道薬剤師会副会長 宮本篤 
様、北海道病院薬剤師会副会長 本郷文教
様、北海道薬科大学模擬患者の会を代表し
て成田眞五郎様よりご祝辞をいただきまし
た。5年生195名を代表して櫻井眞君が宣誓

を行い、桂青会副委員長の山本晟蓮君から
櫻井君へ花束が贈られました。
　実務実習では、医療現場での多くのことを
学修し、地域医療に貢献できる薬剤師へと
成長してくれることを期待します。

櫻井君の宣誓白衣授与式

桂青会役員委嘱状交付式を挙行
　4月26日（火）に、HITプラザ2階において、
平成28年度桂青会役員委嘱状交付式を行
い、桂青会会長である学長から、桂青会委員
長、各局局長、桂青会監査員に委嘱状が手
渡されました。引き続き、会長、副会長（学生

部長）、学生部主任、学生課職員、新旧桂青
会役員が参加する懇親会を開催しました。新
委員長、各局の新局長はこれからの桂青会
活動について抱負を述べました。交付式を温
かく見守っていた各局の旧局長は1年間を振

り返って自身の思いを述べるとともに、前田
キャンパスに移転後2年目となる桂青会活動
の更なる発展を新役員に託しました。今年度
の桂青会役員（学生）は次のとおりです。

委員長 菅野諒太（4年）
副委員長 山本晟蓮（2年）
 小林祐太（1年）
書記　     清杉果穂（3年）
 伊藤雅広（1年）
会計　     千葉琴絵（2年）
　　　　 佐藤真由子（2年）
監査　　　武山桃子（3年）
 大内裕貴（1年）

【クラブ局】
局長 近藤　績（4年）
副局長 山田佳育（2年）
会計 村上えり（2年）

【地域連携局】
局長　 　田上雄也（2年）
副局長 中野真希（2年）
会計 池田梨子（2年）

【障がい者支援局】
局長 髙橋拓也（3年）
副局長 黒瀧一茂（2年）
会計　 　西村有未（2年）

【薬物乱用防止局】
局長 石田美結（3年）
副局長 皆木優門（2年）
会計 早坂麻依（2年）

【大学祭企画局】
局長　     石村隼人（4年）
副局長 鈴木大智（2年）
会計 長澤莉奈（3年）

【体育大会企画局】
局長　     森江勇作（3年）
副局長 谷川　夢（3年）
会計　　岡田奈央湖（3年）
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本学学生が日本薬学会北海道支部第143回例会で
学生優秀発表賞・学生優秀ポスター賞を受賞

　5月14日（土）、15日（日）に、第63回北海
道薬学大会の一環として札幌コンベンショ
ンセンターで開催された日本薬学会北海道
支部第143回例会において、本学大学院博
士課程４年の村尾優さんが「カドミウムの細
胞毒性に対するエパルレスタットの影響」の
タイトルで学生優秀発表賞を受賞しました。
村尾さんは丹保好子教授のもとで、糖尿病
性末梢神経障害治療薬であるエパルレス
タットがカドミウムの細胞毒性を抑制するこ
とを明らかにし、そのメカニズムについて検
討を行い、その成果が評価されました。

　また、本学６年生の笹森奈津美さん（指
導教員：薬剤学分野 佐藤隆司准教授）が
「アルミノプロフェンの小腸における吸収機
構」、６年生の久保貴司さん（指導教員：薬
理学分野 髙栗郷准教授）が「L6骨格筋細
胞のGULT4細胞膜
移行におけるイン
ターロイキン-1の長
時間処理の影響」、
５年生の佐藤正和
さん（指導教員：医
薬化学分野 三原義

本学大学院研究奨励生、学校法人北海道科学大学奨学生、
本学奨学生が決定
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　平成28年度の本学の各奨
学生が決定し、5月17日（火）
に証書授与式を行いました。
　大学院博士課程に在籍す
る6名と修士課程に在籍する
1名には、研究奨励金として
それぞれ45万円と22.5万円
を給付しました。学部におい
ては、前年度に優秀な成績を

収めた2～6年生のうち、各
学年上位4名に対し学校法
人北海道科学大学奨学生と
してそれぞれ24万円を、各
学年各10名に対し本学奨
学生としてそれぞれ12万円
を給付しました。なお、学部
1年生の奨学生は10月頃に
決定する予定です。

大学院研究奨励生（博士課程）
1年　稲村明洋、新田侑生、山田晃己　
3年　加藤由佳、兼平幸宗　
4年　村尾　優
大学院研究奨励生（修士課程）
2年　戦　修妍
学校法人北海道科学大学奨学生
2年　大井優奈、永井辰宜、藤家大弥、山崎日花里
3年　作間脩平、櫻峻加哉、須佐紳之介、高橋拓也
4年　大森悠翔、筑後裕貴、野中詩織、村上飛鳥
5年　北田　衛、竹重暁希、丹野美咲、柳岡祥太
6年　笹森奈津美、長谷川剛志、丸山ことね、三浦綾華

北海道薬科大学奨学生
2年　井上優希、今田瑞希、岸田美那、佐藤真由子、清水彩也香、鈴木大智、
　　　田上雄也、中村瑠里、西村映里、山本晟蓮
3年　生田彩華、井出一輝、遠藤亮佑、清杉果穂、近藤千里、鈴木裕也、
　　　長岐志野、野澤春美、橋本佳奈、松下花音
4年　秋葉祐治、工藤滉大、笹野潤、定森雄亮、佐藤智香、代田和也、
　　　菅野諒太、原田真弓、宮尾　舞、諸橋あかね
5年　市村碧唯、五十嵐彩香、大野真史、坂本仁美、櫻井　眞、里見洋輔、
　　　白井壮弥、髙橋まどか、山﨑博章、渡辺拓也
6年　大関左奈、大橋史嵩、川口侑城、佐藤　楓、鈴木　生、髙橋雅也、
　　　田初夏苗、逸見孝広、宮﨑満帆、山﨑美雪

広講師）が「フラボノイドの小腸上皮細胞を
介した膜透過性」のタイトルで、学生優秀ポ
スター賞を受賞しました。受賞した３名の発
表は卒業研究の成果をまとめたもので、優
れた研究内容が高く評価されました。
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体育祭報告
桂青会体育大会企画局副局長　3年　谷川 夢

　6月18日（土）に、昨年に引き続き2回目と
なる、北海道薬科大学、北海道科学大学・同
短期大学部合同の体育祭が開催されました。
天気予報や前日の雨によるグラウンドの状
況などから屋外競技の開催が危ぶまれまし
たが、無事、全競技を行うことができました。
北薬大体育祭実行委員は、今年度は企画、
運営の段階から携わり、昨年度とは違った
形で参加しました。
　昨年12月に北科大の協学会の新体制が
開始されたことにともない、体育祭の企画も
スタートしました。北薬大の桂青会の新体
制は4月に開始されるため、昨年12月の時点
で次年度も継続する予定の実行委員が北科
大協学会との会議に参加しました。元々、北
薬大の体育大会企画局のメンバーは少なく、
継続予定者も2人しかいなかったため、今年
度の企画局にどのくらいの人数が集まるの
か分からない不安のなか、北科大の体育祭
実行委員会の三役と会議を重ねてきました。
北科大の委員との顔合わせの際には、自分
たち、北薬大の委員がどのようにこの合同
体育祭に関わっていきたいのかを伝え、企
画の段階から参加することになりました。昨

年、実際に競技に参加して感じたことや、桂
岡キャンパスにおける北薬大の体育大会の
長所や短所、改善点なども挙げながら話し
合いを進めました。競技種目は変更するの
か、競技ルールはどうするのか、運営をどの
ようにしていくかなど、たくさんのことを話
し合ってきましたが、なかでも体育祭参加に
おけるルールをどのように改善していくかに
ついては悩みました。ルールを厳しくすると
競技参加者数が減るかもしれない、それだ
け審判や実行委員をはじめとするスタッフ
の負担が大きくなるかもしれないという不
安もありましたが、昨年度とはまた違った体
育祭を開催したいと考えていたこと、せっか
くの合同開催で特に今回は企画から携わら
せてもらったこと、学生課職員の後押しもあ
り、ルールを厳格に守った運営をしていくこ
とになりました。
　4月になって新体制の桂青会が始動し、体
育大会企画局にも新しいメンバーが加わりま
した。新1、2年生の局員を呼び込むことはで
きませんでしたが、3年生以上で今年度から
新規で桂青会に入ったり、今年度も残留した
りで、残留予定2人だった局員が今年度は8

人になり、また、ボランティアを募ったところ
当日3人の桂青会役員が手伝いに来てくれる
ことになりました。その甲斐あって、北薬大体
育祭実行委員会でバレーボール、ミニバレー
ボールの2競技の当日運営を受け持つことと
なりました。ルールを厳しくしたことでエント
リー後に棄権するチームが出て、参加チーム
の調整を行わざるを得なくなったり、また開
催日が試験直後というハードなスケジュール
だったこともあって、バタバタしたことも多々
ありました。しかし、臨機応変に対応して時間
内に問題なく2競技を運営することができ、
昨年とはまた違う盛り上がりを見せた体育
祭を開催できたと思います。体育祭に参加し
てくれた選手の皆さん、快く審判を引き受け
てくれたバレー部と野球部の皆さん、企画・
運営に関わった学生・教職員の皆さん、本当
にありがとうございました。
　今後は、見つかった課題をどう改善してい
くかを考え、引き継ぐべきところはしっかり
と引き継ぎ、より良い体育祭の開催に向け
活動していく予定です。来年度はさらに多く
の選手と局員の参加を期待しています。

第1・2回オープンキャンパスを開催
　北海道薬科大学・北海道科学大学・短期大
学部の3大学合同オープンキャンパスを、第1
回は6月26日（日）、第2回は8月7日（日）に開
催しました。両日とも1,000名を超える高校
生や保護者の方にご参加いただきました。
　第1回では、本学の今田愛也教授による
「病院薬剤師のしごと」、本学の戸上紘平講師
と髙橋夏子講師による「くすりの“かたち”とそ
の生体内運命」をテーマにした模擬講義を行
いました。「病院薬剤師という仕事の裏側が
わかった」「様々なかたちの薬の特徴がわかっ
て面白かった」という声が聞かれました。
　第2回では、全体テーマである防災に関連
した企画を多く開催しました。特別企画では
「自然災害に挑むチーム医療の未来」と題
し、本学の古田精一教授と北海道科学大学 
保健医療系学科の教員が、災害時のチーム

医療と各学科の役割をわかりやすく説明し
ました。また、大学の講義を体験できる「模擬
じゃない講義」では、本学の伊藤慎二教授が
実際に3年次学生に行っている医薬化学の
講義を行いました。
　その他にも第1・2回共通で、白衣を着用し
て無菌調剤や科学実験など5つのプログラム
を体験できる「薬剤師体験実習」、入試制度
について個別相談できる「受験コンシェル
ジュ」、学びの内容や特色を紹介する「学科
別紹介」、在学生や教員から大学生活の話を
聞くことができる「コミュニケーションブー
ス」などの企画を行い、いずれも盛況のうち
に終了しました。
　各企画を通して薬学をより身近に感じてい
ただけるだけでなく、合同開催を行ったことで
他学科との繋がりも体験していただけました。

[ K A T S U R A ]
か つ ら

北海道薬科大学広報部北薬大情報

バスケットボール バレーボール フットサル

古田精一教授による講演

薬剤師体験実習（科学実験）

コミュニケーションブース
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早期体験実習・介護福祉体験実習を実施

早期体験実習報告
　7月11日から15日の間に、病院と薬局を1
日ずつ訪問しました。
　病院では、クリーンルームや調剤室などを
見学させていただきました。クリーンルーム
内のクリーンベンチや安全キャビネットを
使用し、目薬や点滴などの調剤が行われて
いること、クリーンベンチと安全キャビネッ
トは、見た目は似ているが空気の流れに大
きな違いがあり、抗がん剤等の調剤には安
全キャビネットを用いること等を学びまし
た。調剤室では、薬を保管している棚や、麻
薬を保管している金庫を見学しました。ま
た、シロップ剤の容器には、子供がいたずら
しても簡単には開けられないような工夫が
されていることも説明を受けました。
　その後、現場で働いている病院薬剤師の
方にお話を伺う機会があり、在宅医療のこ
と、情報収集のために勉強会を開いたりし

ていること、他職種の人と情報を共有する
ことの大切さなどを伺いました。薬剤師し
か知らない情報を他職種の人と共有するこ
とで、他職種の人も服薬を管理しやすくな
り、反対に情報を提供してもらうことで患者
様にあった服薬指導を行うことができると
学びました。患者様の治療のために多職種
の連携が本当に大切なのだと感じました。
　薬局では薬品棚や分包機などを見学さ
せていただきました。劇薬など、リスクが高
い薬が置いてある棚が、赤い線で囲まれて
いたのがとても印象的でした。また、分包機
を使った模擬調剤体験はとても楽しかった
です。服薬指導体験では、将来自分が薬剤
師になった時に、どのようなことに気をつけ
て患者様と接するべきかということを考え
させられました。なぜなら、薬局薬剤師は地
域の人にとって健康の身近な相談役である

と感じたからです。薬局薬剤師が地域社会
に活躍の場を広げていくには、単に接遇や
コミュニケーション能力をつけていくだけ
でなく、薬の専門家としての知識がとても大
切だと感じました。患者様の訴えを正確に
理解し、適切なアドバイスをすることが、患
者様との信頼関係の構築に大きく関わって
くるからです。
　最後に病院と薬局の両方を見学すること
で、患者様はもちろん他職種への思いやり
の心がとても大切であることを学びました。
その上で、思いやりの心を大切にしながら、
薬剤師には、薬の専門家としての知識と技
術の更新がとても重要であり、薬剤師に
なってからも常に新しい知識を学ぶことが
とても大切なのだと思いました。病院と薬
局の見学を通じ、将来自分のなりたい薬剤
師のイメージが明確になったと感じました。

127Vol.2016.9.30P U B L I C  R E L A T I O N S  M A G A Z I N E

　平成28年度の体験学習は、「早期体験実
習（1年生）」として7月11日～15日の期間中
に、それぞれ１日間の病院薬局と調剤薬局
の見学学習を実施し、「介護福祉体験実習
（2年生）」として7月4日～8日、11日～15日
のいずれかの日程で、介護・福祉施設での5
日間の体験実習を実施しました。1年生の早
期体験実習は薬剤師の業務を見学すること

により、自分が目指す薬剤師像を形成する
ことを目的としています。介護福祉体験実
習は、施設の利用者ならびに職員の方々と
の関わりを通して、豊かな人間性や高い倫
理観、医療人としてのマナーやコミュニケー
ション能力を培うことを目的としています。
学生たちは各実習を通じて貴重な経験を
し、今後の学習意欲を新たにしました。学生

がまとめた実習報告書の中から、各1名ずつ
の報告書を紹介します。

1年　米本 亜未

介護福祉体験実習報告
　実習施設では、主に利用者様とのコミュ
ニケーションのほか、ベッドのシーツ交換や
利用者様の着替えの整理、利用者様のバス
タオルやフェイスタオルの交換などの業務
を体験しました。たとえば、利用者様がトイ
レに向かった際には衣服の着脱を介助する
などし、排泄介助やオムツ交換の見学もしま
した。昼食前には利用者様にお茶を出す、昼
食時や間食時には配膳をするなどのお手伝
いをしました。間食の後は、利用者様とカー
ドゲームやボードゲームをしたり、天気の良
い日には中庭に散歩に出たりするなどのレ
クリエーションを行いました。
　今回の体験実習を通して、コミュニケー
ションに関する多くのことを学ぶことができ
ました。特に、笑顔で利用者様とコミュニ
ケーションを取った際に、利用者様も笑顔
になっていただけた体験を通して、自分の
表情が相手の感情に影響を与えるというこ
とを学びました。また、実習に臨む以前は、
高齢者の方や認知症の方の発言の内容に

して否定をしたり自分の意見を述べたりす
ると、その方に不快な感情を抱かせてしま
うと考えていましたが、実際に実習の中で
利用者様の発言に対して自分の意見を述べ
た際には、利用者様には自分に対して好感
や信頼感を示していただけました。この体
験を通して、実習以前に抱いていた考えは
一般論であって、相手の発言を肯定するだ
けでは信頼関係は築けないのだということ
も学ぶことができました。
　また、施設の方が業務をなさっているとこ
ろを見学することでも多くのことを学ぶこと
ができました。例えば、施設の方が排泄介助
をする際には、利用者様がご自分で車椅子か
ら便座まで移動できる場合は、移動の手助
けをせず衣服の着脱のみを介助していまし
た。また、排泄中も正常に排泄が行えている
か確認が必要な場合であれば、排泄中も利
用者様に付き添っていましたが、そうでない
場合はトイレの外で待機するなど、利用者様
の状態によって介助の方法を変えられてい

した。その様子を見学して、将来、在宅復帰を
目指す施設である介護老人保健施設では、
在宅復帰後も利用者様が自力で生活できる
よう、手助けが必要な場合のみ介助を行って
いるということを学ぶことができました。
　実習の中で、ほとんどの利用者様とのコ
ミュニケーションは自分から積極的に実践
できましたが、個室で寝たきりの利用者様
や無口な利用者様には自分から積極的にコ
ミュニケーションを取ることができませんで
した。また、コミュニケーションの取りやす
い利用者様と頻繁に会話をしていたため
に、他の一部の利用者様とはほとんどコ
ミュニケーションを取れませんでした。この
反省点を改善するために、日常生活におい
て、自分の親しい友人にのみコミュニケー
ションを取るのではなく、他の友人や先生と
会った際にも自分から明るく挨拶する、話し
掛けるなど、積極的にコミュニケーションを
取るよう心掛けたいと思いました。

2年　山本 晟蓮

施設における介護福祉体験実習
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　5月12日（木）に、小樽市役所において、
小樽市・北海道薬科大学・北海道科学大学・
北海道科学大学短期大学部の4者による
「連携協定」の締結式を行いました。この協
定は、4者の連携のもと、人的・知的資源、施
設および情報などについて、相互交流支援
や効果的な活用を進め、緊密な連携を図る
ことにより、地域社会の発展と人材育成お
よび学術の振興に寄与することを目的に締
結されたものです。締結式では、小樽市関

100日間セーフティラリー開会式を開催
　6月2日（木）に、北海道薬科大学・北海道
科学大学・短期大学部セーフティラリーの開
会式を行いました。セーフティラリーは学生お
よび教職員の交通安全意識の向上を図るこ
とを目的にした活動で、今年度から北海道薬
科大学も参加しました。3人から5人でチーム
を作り、6月6日（月）から9月13日（火）までの
100日間、無事故・無違反を目指します。
　開会式には、セーフティラリーに参加する
学生・教職員約100名が集まりました。はじ
めに、北海道科学大学協学会委員長の藤田

自転車利用に伴う啓発活動を実施
　6月3日（金）の朝の通学時間帯に、手稲
警察署交通第一課の署員と北海道薬科大
学桂青会地域連携局・北海道科学大学自
転車同好会の学生・教職員が自転車利用に
伴う交通安全やマナーに関する街頭啓発
活動を行いました。この取り組みは自転車
の交通事故防止を目的に行われたもので、

拓史さん（情報工学科3年）と三田村学生支
援センター長の挨拶があり、続いて参加者を
代表して嘉門正太さん（都市環境学科3年）
が交通安全宣言を行いました。来賓としてお
招きした北海道札幌方面手稲警察署交通
第一課の秋山文博課長の講話では、「運転
は運動と同じで、すばやい反応を要するの
で、準備運動をしてから運転をするようにし
てほしい。運転する時にはタクシーの運転手
さんの姿勢を見習い、正しい姿勢で運転すべ
き」など、運転をする上での心構えやアドバイ

本学学生が「エコチルまつり2016」にて
「くすりの正しい使い方教室」を開講

　6月11日（土）、12日（日）に、サッポロファク
トリー・アトリウムにおいて開催された「エコチ
ルまつり2016」にて、本学5年生2名が「くす
りの正しい使い方教室」を開講しました。
　日本OTC医薬品協会主催のこの教室で
は、「適切な医薬品の使い方」を親子で学び、
理解してもらうことを目的として、小学生も
興味を持って参加できるようクイズや紙芝
居を交えて実施し、参加者たちは楽しみなが
ら薬について学びました。今回は2日間で計

4回の教室を実施し、40組80名の親子が参
加しました。小学1年生から6年生までの幅
広い年齢のお子さんが参加し、「分かりやす
い」という感想や、「薬は何種類あるの？」など
の質問があり、子供たちが医薬品に関心を
持つきっかけとなる教室となりました。また、
「薬の服用量を守る、薬はコップ1杯の水で
服用する、正しい手洗いの仕方などの話は子
どものためになった」と、一緒に参加された
父母からも好評でした。講師役を務めた学生

係者、大学関係者、報道関係者が見守るな
か、森井秀明小樽市長、渡辺泰裕北海道薬
科大学学長、苫米地司北海道科学大学・同
短期大学部学長が互いに協定書に署名した
あと、本協定についての思いを語りました。 
また、最後に今後の発展と一層の連携強化
を祈念し、固い握手を交わしました。当初は
共通の課題である「地域との連携」や「公開
講座」を主とする知的資源の提供を進め、
小樽市のまちづくりに協力していきます。

自転車通学者等を対象に自転車の安全利
用に関するパンフレット等を配布しました。
道路交通法違反となる、イヤホンで音楽を
聴きながらの運転や車道の逆走をしていた
数名の学生が注意を受けましたが、これま
での指導の成果もあり、他に注意を受ける
学生は見受けられませんでした。

[ K A T S U R A ]
か つ ら

北海道薬科大学広報部北薬大情報

スがありました。また、交通事故にあわれた
家族の実例を挙げながら、「交通事故は一瞬
で人生を狂わすものなので、絶対に運転手は
油断をしないで、注意しながら運転をしてほ
しい」とお話がありました

は薬事管理学分野での卒業研究を行ってお
り、今回の経験は学生たちにも良い刺激にな
りました。

左から苫米地北海道科学大学学長、森井小樽市長、
渡辺北海道薬科大学学長
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学生部長表彰
　8月3日（水）に、学生部長表彰の授与式を
行いました。今回の表彰者は、平成27年度
学位記授与式において大学歌を披露した学
生15名です。毎年、学位記授与式では合唱
部が大学歌を合唱してきましたが、平成27
年度の式に向けて合唱部のメンバー不足に
より大学歌の披露が困難と目されていたとこ
ろに、今回の表彰者15名が協力を申し出て、
村上美穂准教授の指導のもと、本学クラブ
部室棟の音響室で週8時間以上3週間にわ
たり練習を積み重ね、学位記授与式で大学
歌合唱をみごとに披露し、式の成功に貢献し
ました。表彰者には、丹保学生部長から表彰
状および記念品が贈呈されました。

政令指定都市薬剤師会「薬物乱用防止キャンペーン」に参加

卒業研究発表会を開催

　7月23日（土）に、札幌円山動物園におい
て開催された政令指定都市薬剤師会プロ
デュース「第4回 薬物乱用防止キャンペー
ン〝ひとつの命を大切に〟 in さっぽろ」に、
本学から桂青会薬物乱用防止局をはじめと
する32名の学生がボランティアとして参加
しました。このイベントは危険ドラッグの恐
ろしさや医薬品の正しい使い方などを知っ
てもらうことを目的としたもので、本学学生

は札幌薬剤師会の会員と北海道医療大学
の学生とともに、足を運んでいただいた方へ
の意識調査（アンケート）などを行いまし
た。今回は、「大学コーナー」を設置し、お菓
子を使った粉砕調剤の模擬体験を実施しま
した。今後もこのような活動に積極的に参
加していきます。

100円朝食キャンペーンを実施
　6月20日（月）～7月1日（金）および7月19
日（火）～8月1日（月）に、「100円朝食キャン
ペーン」を実施しました。100円朝食キャン
ペーンは学生が自分自身の健康を維持し、食
生活のみだれ（偏食・欠食）を改善することを
目的に、平成22年度から北海道科学大学学
生医療互助会の提供で始まりました。今回
は北海道薬科大学父母後援会および北海道

科学大学親交会の提供で実施されました。
メニューは、焼魚定食（日替り）、野菜炒め定
食、豚肉の生姜焼き定食、ハンバーグ定食な
どが提供されました。
　10月から1月までの毎月2週間、100円朝
食キャンペーンが実施される予定です。

　9月8日（木）、9日（金）に、本学6年生によ
る卒業研究発表会を開催しました。発表は
B棟2階の多目的演習室において、ポスター
形式による90分間の示説時間で行われま
した。6年生たちは5年次から取り組んでき
た研究成果を熱心に発表し、教員、大学院
生、学部学生との間で、多くの討論がなされ

ていました。昨年の先輩たちの発表会に参
加した学生も多く、緊張しながらもしっかり
とした報告が行われていました。発表会は
多数の教員、学生の参加を得て、盛会のうち
に終了しました。
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ハンバーグ定食



天使大学との連携公開講座で本学教員が講演
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平成28年度薬系キャリア研究会（講演会）を開催
　平成28年度の薬系キャリア研究会（講演
会）を、2回にわたり開催しました。
　第1回は5月27日（金）に、株式会社スズケ
ン学術担当薬剤師の井上裕美子先生（本学
卒業生）を講師に招き、「医薬品業界と医薬
品卸売業務」と題して、4・5年生を対象に開
催しました。医薬品卸企業の社会的使命と
機能である医薬品の安定供給と品質管理、
医薬品情報の収集・提供業務を中心に、管
理薬剤師としての幅広い活動内容をご講話
いただきました。講話を通じ、学生たちは医
薬品医療機器等法をはじめとする各種法規
制のもとでの災害時の緊急対応や1万8,000
品目にも及ぶ医療用医薬品の医薬品情報の
集積、他の商品にはない医薬品流通の特質
性を詳しく学ぶことができました。

　第2回は6月6日（月）に、株式会社エクサム
代表取締役社長の米森寛先生（本学卒業
生）と同社鹿児島オフィス治験コーディネー
ター小野知実先生を講師に招き、「医薬品開
発とＣＲＣ」と題して、4・5年生を対象に開催
しました。米森寛先生からは臨床試験（治
験）と法律、治験に関わる組織、ＳＭＯ（治験
施設支援機関）について、小野知実先生から

は薬ができるまでの過程、ＣＲＣ（治験コー
ディネーター）の役割などについてご講話い
ただきました。
　薬剤師の大きな職域の一つとしてＣＲＣ
業務があり、この業務は新薬開発の一端を
担うことから新薬の登場を待ち続ける多くの
患者さんに貢献できることを学生たちは詳し
く学ぶことができました。

[ K A T S U R A ]
か つ ら

北海道薬科大学広報部北薬大情報

 天使大学・北海道薬科大学連携公開講座
「いのちみつめて」を、8月18日～9月15日の
毎週木曜日18時から、5回にわたり開催し
ました。本連携公開講座は、道民カレッジの
「健康・スポーツコース」に属する連携講座と
して開催しました。
　第4回目は9月8日に天使大学で開催し、
本学の薬剤学分野 丁野純男教授が「くすり
の形と生体内運命、そしてドラッグデリバ
リーシステム」と題して、薬には多くの形（剤
形）があることや、その「くすりの形」の持つ目
的や仕組みについて解説し、薬の吸収や代
謝、作用部位への移行について説明しまし
た。さらに、疾患時に、必要な量の薬を、必
要な時間にわたって、疾患部位に送り届け
る技術（ドラッグデリバリーシステム）につ
いて、ご自身の研究成果を交えて、最近の

技術を解説しました。
　第５回目は9月15日に本学で開催し、本
学の薬物治療学分野 三浦淳教授が「認知
症の理解と予防、治療、対応について」と
題して、認知症を理解するために、認知症
の症状や分類、発症頻度について、また、
認知症と加齢による物忘れの違いについ
ても分かりやすく説明しました。さらに、認
知症の薬物療法や非薬物療法、肺炎の予

防・対処としての口腔ケアやワクチン、認知
症自体の予防のための中年期の生活習慣
病の改善や、より良いライフスタイルの重
要性などを解説しました。
　第5回目は初めて本学で開催することか
ら、手稲区の住民の方々や北海道科学大学
学生、本学学生にも特別公開し、103名が
参加して活発な質疑が行われました。

桂岡キャンパス校舎等解体工事が終了、
薬用植物園一般自由見学を再開

　平成27年6月より行っていた北海道薬科
大学桂岡キャンパスの第一校舎解体および
改修工事が6月に終了しました。工事期間
中、中止していた一般来園者の薬用植物園
内自由見学を、工事終了にともない、7月11
日（月）より再開しました。なお、今年の開園
期間は10月31日までで、開園時間は平日9
時～16時（土、日、祝日、夏季休日は閉園）と
なります。従前の日時と同様に来園ください。

第1回目 第2回目

新標本館（旧食堂）

三浦淳教授の講演丁野純男教授の講演

薬用植物園
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父母後援会定期総会を開催
　7月24日（日）に、平成28年度北海道薬科
大学父母後援会の定期総会を開催し、父母
および教職員171名が出席しました。提出さ
れた議案について審議を行い、父母の皆様
から多くのご意見をいただきました。総会後、
本学薬物治療学分野の三浦淳教授による教

養セミナー「大学生のメンタルヘルスについ
て」を開催し、さらに前田キャンパス見学会、
学生食堂での学食体験を行い、父母の皆様
に改めて、ご子息・ご子女の学びの場を見て
いただくことができました。

大学院修士課程学位論文発表会を開催・修士学位を授与

秋山記念生命科学振興財団の研究助成

　8月2日（火）に、大学院薬科学専攻修士課
程の学位論文発表会を開催しました。発表
者は、国際交流協定締結施設である中国瀋
陽薬科大学からの留学生、戦修妍（セン シュ
ウケン）氏の１名で、プレゼンテーションと質
疑応答を行いました。戦氏には9月7日(水)に
挙行した学位授与式で学位「修士（薬科学）」
を授与しました。
　戦氏の論文題目は、「標的指向型DDSの構
築を目的とした抗体修飾リポソームの調製と

その機能の評価」で、戦氏の研究が難治性疾
患の高精度診断や治療を目的とした次世代
のドラッグデリバリーシステム（DDS）の設計・
開発の一助となることが期待されます。

平成28年度薬剤師アップトゥデート講座を開催
　5月28日（土）に、本学前田キャンパスにお
いて平成28年度第1回薬剤師アップトゥ
デート講座を開催しました。昨今、在宅医療
や地域包括ケアが進み、薬剤師が地域の
人々と共に医療に取り組む時代が来ている
と言えます。今回の薬剤師アップトゥデート
講座は、受講対象を薬剤師だけでなく一般
の方まで広げた特別公開講座として開催し、
187名が受講しました。「幸せな人生の最期
とは～看取りの現場から～」をテーマとして、
滋賀県東近江市永源寺診療所所長であり、
永源寺地区で地域医療に取り組んでいる花
戸貴司医師と、看取りなどの命に関わる現場
を取材しているフォトジャーナリストの國森
康弘氏を招き、ご講演いただきました。 花戸
医師は日々行っている訪問診療のようすを
紹介し、患者が住み慣れた地域で最期まで
安心して暮らすためには、医療者だけでなく
地域で暮らす様々な人々が関与し、地域一

丸となって取り組む必要があることを講演い
ただきました。國森氏は看取りの現場だけで
なく、東日本大震災における被災地や世界で
起こっている戦争現場などの写真とそのエピ
ソードを紹介しました。最後に、本学地域医
療学分野の古田精一教授の進行で、看取り
と薬剤師の関わりなどに関するフリーディス
カションを行いました。受講者は「命をつなぐ
ということ」、「幸せな人生の最期とは何か」
について深く考えることができたと話してい
ました。
　7月8日（金）に、本学サテライトキャンパス
において第2回薬剤師アップトゥデート講座

を開催しました。「悲しむ力と育む力：医療者
のためのスピリチュアルケアという視点」を
テーマとして、高野山大学の教授、井上ウィマ
ラ先生を招き、ご講演いただきました。井上先
生はスピリチュアルケアについて詳しく説明
した上で、医療者としてスピリチュアルケアに
携わるために重要な考え方や物事の捉え方
を示しました。また、医療者には「悲しい時に
徹底的に悲しむことができる力」が必要であ
ることを述べられました。参加者より臨床現
場におけるスピリチュアルケアについて悩んで
いるという質問があり、回答に対しても多くの
参加者が熱心に耳を傾けていました。

　公益財団法人秋山記念生命科学振興財団
の研究助成（奨励）に、本学の教員2名が採択
され、9月7日（水）に札幌プリンスホテルにお

いて秋山財団贈呈式が行われました。
　採択された教員と研究課題は、次のとおり
です。

基礎薬学系生命科学分野　講師 伊藤 萌子
ケミカルシャペロンを利用した新しい
自己炎症性疾患の治療に関する基礎的研究

基礎薬学系医薬化学分野　講師 三原 義広
シラカバ樹液の抗酸化活性成分の分析と
生活習慣病予防効果の検討

発表会 学位授与式

左から江川教授、伊藤講師、三原講師、渡辺学長

第２回目第１回目



10

[ K A T S U R A ]
か つ ら

北海道薬科大学広報部北薬大情報

北薬会（本学同窓会）
第39回定期総会・懇親会を開催

76th FIP’s World Congress of Pharmacy and Pharmaceutical Sciences 2016の
参加・発表報告

　8月28日～9月1日に、ブエノスアイレス（ア
ルゼンチン）において開催された76th FIP’s 
World Congress of Pharmacy and 
Pharmaceutical Sciences 2016に参加
し、発表を行う機会を頂きました。FIPは、
In t e r na t i o na l  Pha rmaceu t i c a l  
Federation（国際薬剤師・薬学連合）の略
で、世界保健機関（WHO）と連携した薬科学
者と薬剤師の国際組織として1912年に設
立された団体です。このF I PのWo r l d  
Congress（世界学会）は年1回、世界各国
で開催されていますが、南米では2006年の
ブラジルに続き、今年はアルゼンチンで行わ
れました。会場では「Reducing the global 
burden of disease ‒Rising to the 
Challenge（世界の疾病負荷を減らすー困
難の克服）」というメインテーマおよび5つの
トピックに沿って、様々なシンポジウムや口
頭、ポスター発表が行われました。5つのト
ピックの中でも、私にとり興味深かったのは、
「Sustainable and affordable global 

health（持続可能な、負担の適正な世界規
模の健康）」であり、その中ではパフォーマン
スの高いチーム医療を行うためにチームメン
バーに対し、どのようなトレーニング・教育が
必要か、患者の残薬の再利用、感染症対策
や癌治療における薬剤師の役割、新興感染
症に対する薬剤師の役割などが取り上げら
れており、活発な議論がなされていました。
　私は「Results of a questionnaire 
regarding unused medicines and how 
pharmac is ts  can  he lp  improve  
compliance（日本における残薬の状況と薬
剤師の対応に関する意識調査の結果）」とい
うテーマで、現在日本において問題となってい
る残薬を解消するために、薬剤師にどのよう
な介入ができるかを探ることを目的として、国
民に対し、残薬の状況および薬剤師の関わり
に対する意識調査を行った結果を報告しまし
た。発表中は多くの薬剤師にポスターを閲覧
してもらい、世界においても日本と同様にコン
プライアンスの低下に伴う残薬の発生が問題

となっていること、また、その解消に薬剤師が
取り組んでいかねばならないこと、院外薬局
という制度のない国においては、残薬の解消
に対して別の方策をとらねばならないことな
どについて議論を交わし、自身の知見を深め
ることが出来ました。また、昨年4月～今年3
月まで本学に留学されていた加藤ナンシーさ
んとも再会を果たし、楽しい夜を過ごしまし
た。この度、このような国際学会で発表する機
会を与えて頂き、不在の間、お世話になりまし
た関係者の方々に感謝いたします。

臨床薬学系　臨床薬剤学分野　准教授　山下 美妃

　6月18日（土）に、札幌全日空ホテルにお
いて北薬会（本学同窓会）第39回定期総会
が開催され、平成27年度活動報告・決算報
告、平成28年度活動予定・予算案が承認さ
れました。定期総会終了後、懇親会が開催さ

れました。懇親会は各支部長や同窓生、本
学からは渡辺泰裕学長をはじめ本学教職員
が出席し、総勢58名の賑やかな会となりま
した。

手稲区防災訓練に参加
　8月30日（火）に、手稲鉄北小学校体育館
で行われた「平成28年度手稲区防災訓練」
に職員が参加しました。北海道薬科大学・北
海道科学大学・北海道科学大学短期大学
部・手稲区連合町内会連絡協議会・手稲区の
5者は、平成27年7月に「防災連携協定」を締
結し、手稲区域内で発生する災害に備えて、
それぞれが持つ人的・知的資源、施設および
情報などについて相互協力しています。
　この防災訓練は、地域住民の皆様方と防
災関係機関等が連携・協力して各種訓練を
実施することにより、災害に対する備えをあら
ためて検証し、また、防災意識の一層の高揚
を図ることを目的に実施されたものです。 今

年は台風の接近もあり、屋外での訓練を取り
止め、屋内での「避難所訓練」となりました
が、手稲区民など約250名が参加しました。
　避難所訓練では、避難所生活体験訓練、心

肺蘇生訓練、ロープ結索訓練が行われまし
た。参加された皆様にとって、有意義な体験
訓練ではないかと思います。本学は、今後も災
害に強い手稲づくりの協力・支援を行います。

ロープ結索訓練 心肺蘇生訓練

唐澤豪貴会長による挨拶
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募集人員

出願期間

試験日

試験地

試験内容

3人

平成28年11月4日（金）～11月11日（金）必着

平成28年11月20日（日）

札幌（本学）

基礎学力試験（数学、外国語、理科）、面接（個人）

※ 一般入試前期のA日程・B日程の両日受験も可能です。
　 試験科目の詳細な範囲は学生募集要項を参照してください。

募集人員

出願期間

試験日

試験地

10人15人 30人

公募制推薦 同窓生子女自己推薦

50人

指定校推薦系列校推薦

平成28年11月4日（金）～11月11日（金）必着

平成28年11月20日（日）

札幌（本学）

書類審査、
面接（グループ）

高等学校の学習
成績、基礎学力
試験（数学、外国
語、理科）、面接
（グループ）

高等学校の学習
成績、基礎学力
確認（理科）、面
接（個人）

書類審査、面接
（グループ：基礎
的な科学の知
識を含む）

試験内容

募集人員

出願期間

試験日

試験地

試験内容

70人 5人

前 期 後 期

平成29年1月6日（金）
～1月20日（金）必着

平成29年2月13日（月）
～2月20日（月）必着

平成29年
2月1日（水）

平成29年
2月2日（木） 平成29年2月26日（日）

札幌（本学）、旭川、北見、帯広、釧路、
函館、青森、秋田、盛岡、仙台、東京 札幌（本学）

数学、外国語、理科

※
A日程 B日程

24人 3人

平成29年1月6日（金）
～1月27日（金）必着

平成29年2月13日（月）
～2月24日（金）必着

本学独自の試験は実施しません。 

数学、外国語、理科

出願期間

募集人員

試験日・試験地

試験内容

前 期 後 期

社会人入試推薦入試

大学入試センター試験利用入試一般入試

◎募集学部・学科／薬学部・薬学科（修業年限6年）　
◎入学定員／210人平成29年度 学生募集要項（概要）

第10回科学的・合理的に薬物治療を実践するための
ワークショップを開催

　6月11日（土）、12日（日）に、本学において
日本アプライド・セラピューティクス学会主
催、北海道薬科大学共催の第10回「科学
的・合理的に薬物治療を実践するための
ワークショップ」を開催しました。今回のワー
クショップは「症例解析＆文献評価ワーク
ショップ2016：2型糖尿病」と題し、プリセプ
ターやスタッフなどを含め総勢25名が参加
しました。ワークショップは、武蔵野大学薬学
部の三原潔先生による導入講義「2型糖尿
病の病態評価と標準薬物治療」の後、症例
解析コースと文献評価コースに分かれ、それ
ぞれスモールグループディスカッション形式

で行いました。
　症例解析コースは、明治薬科大学の川名
純一先生による講義「適正な薬物治療計画
の立案に活かすための臨床薬物動態学～2
型糖尿病治療薬～」の後、外来症例と入院
症例について薬物動態学演習を行い、参加
者はおのおの症例解析を行いました。文献
評価コースは、明治薬科大学の小川竜一先
生による講義「文献の批判的吟味」の後、文
献評価演習を行い、質的に非常に高いレベ
ルの討論が行われました。また、1日目のワー
クショップ後に、HITプラザで情報交換会が
開催され、和やかな雰囲気のなかにもそれぞ

れの薬剤師業務に関連した話題に盛り上が
りました。参加者からは、「2日間、最適な薬
物治療の判断が求められるこれからの薬剤
師にとって大変役に立つ内容で、とても勉強
になりました」との高い評価を得ました。

本学で第20回日本地域薬局薬学会年会を開催
　7月2日（土）、3日（日）に、第20回日本地域
薬局薬学会年会（年会頭 本学薬剤学分野 渡
辺一弘教授）が、本学を会場として開催されま
した。本年会には薬局勤務薬剤師および学生
を含む大学関係者を中心に、2日間で、延べ
214名が参加しました。本学会は地域薬局で
活躍する薬剤師が日常活動のなかで取り組む
幅広い課題を対象に学術発表することで、互
いに資質の向上をめざし、地域密着型医療を
創造し発展させる21世紀の薬剤師像を構築
することを目的としています。

　第20回の節目を迎えた本年会は「健康サ
ポート薬局機能を磨く」をメインテーマに掲
げ、特別講演、シンポジウム、教育講演が行わ
れ、一般講演では活発な議論が展開されまし
た。「地域に求められるかかりつけ薬局」、「未

病の予防・治療に薬剤師としてどう立ち向かう
か」等の観点から、大きな転換期を迎えた地
域薬局のあり方について考える良い機会とな
りました。また、初日は懇親会が開催され、情
報交換の場として大いに盛り上がりました。
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ヒューマニティ、コミュニケーション能力、問題発見・解決能力、マネジメント
能力といった基盤能力を基に、専門性を身につけている人材が社会に
求められています。したがって、単に「Professional」だけではなく、後付けの
「Professional+」でもない、基盤能力を前提とする「+Professional」を
育成する。すべての設置校に共通する、わたしたちのスローガンです。

各地の 基幹病院に聞く
小樽市立病院

前列左から小樽市立病院病院局長 並木昭義氏、本学副学長 猪爪信夫、
後列左から小樽市立病院薬剤部長 白井博氏、本学広報部部長 和田浩二

並木　小樽市立病院は、旧市立小
樽病院と旧小樽市立脳・循環器・こ
ころの医療センターという二つの病
院が統合して、2014年12月に誕生
しました。ほとんどの疾患は、総合病
院としての当院で対応ができます
が、風邪などの軽い症状の場合はご
近所にある開業医に診てもらい、当
院ではもっと専門的な部分を担当す
るといった、地域との連携について
情報発信をしているところです。それ
ぞれが役割を果たしていくことが、今
後さらに大切になると考えています。

ゆくゆくは在宅医療も必要になって
いきますからね。
白井　病院の薬剤部と調剤薬局も、
将来的な在宅医療を視野に入れて
役割分担をすることが今後の活動に
なっていくと思います。そういう意味
では、小樽市というのは規模から
いって連携を組みやすい地域だと思
います。当院は地域の基幹病院とし
て、小樽薬剤師会との懇談会、研修
会を年4回ほど開催しています。また
地域連携という観点から、調剤薬局
も交えた勉強会などを行いながら問
題点の解決に努めるようにしていま
す。そのような活動を続けることが病
院や小樽薬剤師会のレベルアップに
つながり、ゆくゆくは地域のみなさん
のためになると思います。このように
考えながら研修会を開催し、専門的
な資格の取得などに貢献したいと
思っています。

並木　医療は今後、それぞれの病院
の長所を生かし補っていく共存共栄の
時代になっていきます。小樽でも病院
の再編・ネットワーク化を図り、それぞ
れの特徴を出そうということで、当院は
脳疾患、循環器疾患、がんを中心とし
ています。チーム医療として互いに連
携をとることが求められています。
白井　そこでは、薬剤師も病棟活動

を含めチーム医療の一員となります。
並木　チーム医療のなかで薬剤師の
知識は非常に大切なものとなります。患
者さんから質問されることも多いので、
コミュニケーション力のある人物である
ことが何より大切です。また当院の薬剤
師は、多くの専門資格も持っています。
白井　がんや腎臓病、糖尿病、感染、
精神科などの認定薬剤師が在籍す

並木　最良の医療をここで行える環
境を整えるため、最新の診断治療装
置を用意し、ヘリポートもつくりまし
た。また、一方で患者さん、そして地域
の方々と触れ合いの場を増やし、信
頼関係を築くことが大切ですから、私
たちは地元の潮まつりなどにも参加
しているんですよ。踊っていると、人気
のある先生なんかは声をかけられる
んです。
白井　そうそう。踊っているときに横
から名前を呼ばれて。
並木　我々は〝人〟をみる仕事です
から、患者さんがどういう背景でどう
いう特徴を持っているかを理解しな

ければ、満足した医療は提供できな
いんです。だからこそ地域にとけ込む
必要があります。
白井　150名くらいの職員が毎年潮
まつりには参加していますよね。
並木　小樽市立病院は地元のシンボ
ルになるべく、勉強会や講習会ができ
る講堂、地域のコミュニティとしての施
設もつくりました。ここはもともと小学
校があった場所で、生徒数の減少で閉
校しましたが、在校生だった子どもた
ちがここに病院をつくることを理解し、
歩行器を寄付してくれたんですよ。そう
いう意味でも、まさに地域に根差した
病院であることを自負しています。

ることで薬剤部全体のレベルを引き
上げ、それが医療スタッフや患者さん
にも還元できれば医療の質も上がり
ます。これを病院がバックアップして
くれています。
並木　当院では全国的にも珍しい
オープン病床を持っています。これは
市内の開業医が自分の患者さんを当

院に入院させる病床で、現在22床を
用意しています。開業医と当院の医師
が同じ患者さんを診て、連絡を取り合
い協力するスタイルをとっています。
白井　開業医の先生方にとっては、
当院の新しい診断治療装置を使って
患者さんの検査ができるというの
は、大きなメリットだと思います。

地域に根差し、地域と連携してチーム医療に取り組み、同時に
個々のレベルアップを図ることで質の高い医療を提供する──。
今回は、小樽市の基幹病院として病院のネットワーク化を図って
いる小樽市立病院を訪問し、並木昭義病院局長と、白井博薬剤
部長にそのさまざまな取り組みについてうかがいました。

医師も薬剤師も地域と連携し
役割分担を明確にしていく

地域のシンボルとして
広く外に開いた病院施設

それぞれが専門性を打ち出し
チーム医療を底上げする

病院局長　並木 昭義 氏 薬剤部長　白井 博 氏

地元開業医や市民と
信頼が深い基幹病院
地元開業医や市民と
信頼が深い基幹病院
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●稲峰祭での薬物乱用防止活動 ●本学奨学生（1年）が決定 ●本学学生が「親子で挑戦!やくざいし体験」の講師 ●中学生対象の体験薬剤師教室での虫除けスプレーづくり
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●第49回稲峰祭を開催　●本学奨学生（1年生）の証書授与式を行いました　●学生部長表彰の授与式を行いました
●本学学生が「キッズフォレスト2016」で「親子で挑戦！やくざいし体験」の講師を務めました
●本学学生が第90回全日本学生スキー選手権大会アルペン大回転女子2部で優勝
●父母後援会奨学生の証書授与式が行われました  ●父母懇談会を開催　●実習V・薬剤師業務体験学習の報告会を実施
●冬道安全運転講習会（SDA）を開催　●OG・OB就職講演会を開催　●平成28年度第2回就職相談会を開催
●学生合同FDワークショップを開催　●火災総合訓練を実施　●100円朝食キャンペーンを実施　●新ひだか町と連携協定を締結
●ハラスメント防止研修会を開催  ●実験動物慰霊祭を執り行いました  ●中学生と保護者を対象にした体験薬剤師教室を開催
●第3回オープンキャンパスを開催　●札幌市立啓明中学校の生徒さんが本学を訪問
●スーパーサイエンスハイスクール（SSH）のサイエンスハイレベルセミナーを本学教員が担当
●大学院博士課程学位論文発表会を開催　●本学教員が札幌手稲高校および小樽潮陵高校（定時制）で薬物乱用防止教室の講演
●札幌手稲高等学校・北海道薬科大学連携インターンシップを実施　●瀋陽薬科大学の李玲芝先生が帰国
●本学留学制度により王先生が来日　●本学教員がファイザーヘルスリサーチ振興財団研究助成に採択
●札幌消費者協会会員の本学見学会を開催　●北海道機械工業会・北海道バイオ工業会との情報交流会を開催
●北海道科学大学保健医療学部合同FDワークショップを開催
●前期授業アンケート結果について　●北薬特別講演会を開催　●本学で日本社会薬学会第35年会を開催
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大学祭実行委員長を体験して 大学祭実行委員長   4年　石村 隼人

第49回稲峰祭を開催
　第49回「稲峰祭（とうほうさい）」を9月24
日（土）、25日（日）に開催しました。本学が平
成27年度に前田キャンパスに移転したこと
から、本学・北海道科学大学・短期大学部は
合同で大学祭を開催しています。今回は2回
目の合同開催であり、今年のテーマは「二重
奏」でした。この「二重奏」というテーマには、
本学と北海道科学大学・短期大学部の学
生・教職員と地域の皆様とで新たな音色を

奏でて、調和を図りたいという大学祭実行委
員の願いが込められています。
　昨年より多い屋外68団体、屋内22団体に
よる出店および展示があり、大学祭期間中の
キャンパスは活気にあふれていました。2日間
にわたる開催の両日とも、多くの方が来場
し、「箱の中身はなんだろなっ??」、「稲峰祭 
餅フェス2016」などのイベントや各模擬店
での飲食等を楽しんでいました。薬物乱用防

止キャンペーンには2000名近くの来場者が
訪れ、大変賑わいました。 来場者の皆さんは
薬物の恐ろしさを理解するとともに、脳年齢
検査や子供調剤などを体験して楽しんでい
ました。今年の大学祭は両日とも天候に恵ま
れ、2日間の日程を無事終了しました。
　以下、大学祭運営に関わった桂青会役員
より体験談を報告します。

本学奨学生（1年生）の証書授与式を行いました
　平成28年度の本学奨学生（1年生）が決定し、学長室に
おいて11月1日（火）に証書授与式を行いました。本学入
学後の前期に優秀な成績を収め、人物優秀者と認められ
た1年生10名に6万円ずつ給付しました。
　奨学生は次の10名です。

　私は第49回稲峰祭（大学祭）において大
学祭実行委員長として携わり、「実行委員会
（企画部、広報部、総務部、会計）の各部員が
一つの目標に向かって頑張るために、自分の
役割は何か、自分は何をしたら良いのか」を
常に考えて行動しました。以下、大学祭を通
して私自身が学んだことと、後輩たちに伝え
るべきことをまとめました。
　大学祭をつくるためには、莫大な予算の管
理、イベント内容の企画・提案と運営、スポン
サーとの交渉、出店者の募集と認可、大学祭
パンフレットの作成など、実に様々なことに取
り組まなければなりません。私は各部から収
集した情報を他の部員が混乱しないように伝
達し、さらに、進捗状況を学生課職員や学生
部の先生方に伝える仕事に従事しました。
　イベント内容を考える時には、誰がどんな
立ち位置で何をするのかを決めなければな
りません。実行委員それぞれに違う考えがあ
り、意見が食い違うこともありました。人それ
ぞれ能力も性格も違います。委員の中には重

役を任せられ、重責を感じていた人もいたで
しょう。時には様々な角度から意見を述べて
解決することが求められました。本来、様々
な情報を伝達することに加えて、各実行委員
の考えを把握することもまた、私の果たすべ
き欠かせない役割でしたが、今回の実行委
員会には物事をよく考える委員が多く、私が
特に手を加えずとも皆が自分たちで問題を
解決してくれました。
　私が今回学んだのは、委員長には企画・提
案力や統率力はもちろん必要ですが、委員長
が委員に頼ることで部員一人一人が自分で
考え、ひいては皆が考えを持ち寄って、結果
的に様々な観点から物事を見ることができ、
より良い結果を導くことができるということ
です。私は元々提案することに長けているわ
けでも、皆の前で主張することに長けている
わけでもありません。むしろ、皆が協力してく
れないと何もできなかったでしょう。今回、私
は素晴らしい委員に恵まれました。見えない
ところで努力してくれる人達がたくさんいた

のです。お互い助け合い、自分にしかできな
いことをすることで責任を果たし、自然と一
つの目標に向かって行動する。トップの考え
方を押し付ければ必ず疑問が生まれ、目標
はかえって遠のきます。しかし、皆で意見を出
し合い討論することで、目標に一歩近づける
ことを体験しました。
　私が後輩たちに伝えたいのは、今後、何か
重荷になることがあっても、「いつか役立つ時
がくる」ことを忘れないで努力して欲しいとい
うことです。一見、勉強に関係しないかもしれ
ない大学祭の長い準備期間における取り組
みも、いずれ学業や将来の人生で役立つと
信じています。
　今回、大学祭の準備に関わった方々、出店し
てくれた方々、そして遠いところから足を運ん
でくださった一般のお客様の方々にはとても
感謝しています。至らぬ点が多々あったことと
思いますが、大学祭をなんとか成功させること
ができました。これも全て皆様のご協力があっ
たからこそだと思い、心よりお礼申し上げます。

石川 栞、岡田 晃征、片山 碧、熊谷 朱音、黒宮 梢、
昆野 なつみ、佐伯 実久、中村 拓海、西 瞳、野口 唯香

にぎわう模擬店コーナー ステージイベントのようす 学生の皆さんで記念撮影
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日本薬学会第6回全国学生ワークショップの参加報告 6年　髙橋 雅也

本学学生が「キッズフォレスト2016」で
「親子で挑戦！やくざいし体験」の講師を務めました

　10月1日（土）、2日（日）に、サッポロファク
トリーで北海道新聞社が主催するキッズとそ
の家族のための体験型イベント「キッズフォレ
スト2016」において、本学5年生の松原里那
さんと米田智哉君が、「親子で挑戦！やくざい
し体験」（日本OTC医薬品協会協賛）の講師
を務めました。2日間で計4回の教室を実施
し、40組80名の親子が参加しました。
　体験教室では「医薬品の適切な使い方」や
「病気の予防」について親子で学び、理解して
もらうことを目的に、適切な服用方法につい

てのクイズや紙芝居を行い、一般用医薬品
（OTC薬）の空箱を用いて外箱記載情報の確
認をしました。また、これから迎える風邪の
シーズンに備えて、正しい手
洗いの練習をしていただきま
した。
　体験教室には幼稚園児か
ら小学6年生までの幅広い
年齢のお子さんに参加いた
だき、「娘が薬剤師さんのお
仕事に憧れているので、とて

　2月22日（水）に、青森県大鰐温泉スキー
場で行われた第90回全日本学生スキー選
手権大会（インカレ）アルペン競技大回転種
目において、本学スキー同好会2年生の富田
悠紀さんが、女子2部で優勝しました。本大
会は、公益社団法人 全日本学生スキー連盟
が主催する大学生の全国大会です。富田さ
んは、参加選手68名中第3位で1本目を終え
ましたが、2本目は第１位のタイムで滑り終
わり、合計タイムで第2位の選手に0.8秒差
の僅差で、見事に逆転優勝しました。

　24日（金）に行われた回転種目（女子2部）
では、1本目は転倒しながらも参加選手67名
中第20位につけ、2本目は第3位の好タイムを
記録し、合計タイムで第12位と健闘しました。
　富田さんは、1月21日（土）に、全日本選手
権の前哨戦である小樽朝里川温泉スキー場
で行われた第72回北海道スキー選手権大
会アルペン競技スラローム種目において、3
位に入賞し表彰台に上がっていました。この
大会は他の地方大会と比べてレースの難易
度の高い大会の一つとされており、この大会

　私は、8月6日（土）から7日（日）にかけて、
大阪市のクロスウェーブ梅田で開催された
日本薬学会第6回全国学生ワークショップに
参加しました。
　今回のワークショップでは、「社会が私たち
に求めているものは何か？～未来を支える薬
剤師としてのプロフェッショナリズムを考える
～」というテーマのもと、グループディスカッ
ションを行いました。私は、薬剤師に求められ
るニーズについて他大学の薬学生と話し合
い、機械化していくと予想される今後の薬剤

師業務を考えることで、「プロフェッショナル
として社会で活躍するために今できること」を
整理することができました。また、お互いの大
学のことや薬学実務
実習について語り合
うことで、同じく薬剤
師を目指す者として
交流を深めることが
できました。私は、こ
のワークショップで
学んだことや新たに

できた友人たちを財産に、これから医療のプ
ロフェッショナルを目指して邁進していきた
いと思います。

前列右から2人目が髙橋雅也君

学生部長表彰の授与式を行いました
　10月7日（金）に学生部長表彰の授与式を行いました。今回の受賞者は、
日本薬学会主催の第6回全国学生ワークショップに本学代表として参加し
た6年生の髙橋雅也君です。髙橋君は「社会が私たちに求めているものは何
か」について活発に討論し、ワークショップの成功に大きく貢献したことで、
本学の名誉を著しく高めたと認められました。授与式では、丹保学生部長
から表彰状および記念品が手渡されました。

左から2人目が髙橋雅也君

も良い体験になりました」、「正しい手洗いの
実技を学べて良かったです」など一緒に参加
された親御さんからも好評を得ました。

での表彰台を経験して、富田さんは良いコン
ディションで臨めたとのことでした。

左から松原里那さん、米田智哉君

本学学生が第90回全日本学生スキー選手権大会
アルペン大回転女子2部で優勝
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　10月15日（土）、16日（日）に地方会場（道内5地区：北見、釧路、旭川、帯広、
函館、道外2地区：青森、東京）、ならびに、10月22日（土）に本学会場（札幌）に
おいて、父母懇談会を開催しました。今年度は地方会場86組、本学会場237組
のご父母に参加いただき、日頃のご子息、ご子女の学修、生活、就職、進路等に
ついての情報交換を行いました。今後とも、ご父母の皆様と密に連携を取りな
がら、学生の支援を行っていきます。

父母後援会奨学生の証書授与式が行われました
　本学父母後援会奨学金規程に基づき平
成28年度の奨学生19名が決定し、12月5
日（月）、本学講義室において、奨学生証書授
与式が行われました。父母後援会奨学金制

度は、学業、人物共に優れ、経済的理由によ
り修学困難な学生20名以内に奨学金10万
円を給付するもので、平成21年度に設立さ
れました。

　授与式では、本郷文教父母後援会会長か
ら奨学生証書が授与された後、お祝いと激
励の言葉がありました。

父母懇談会を開催

　11月24日（木）に、冬道安全運転講習会
（SDA）を開催しました。講習会はSDA会長
の後藤佑太さん（3年生）の司会で進められ、
約80名の学生が参加しました。
　講習会では、北海道自動車学校の佐藤博
幸先生により「冬道交通安全について」と題

して講演が行われ、ブラックアイスバーンの
危険性やスリップ事故の特徴、冬道運転のコ
ツ、各種車体やタイヤと冬道運転との関係な
どについて、写真やグラフを使いながらわか
りやすくお話ししていただきました。参加した
学生は、真剣に耳を傾けていました。

冬道安全運転講習会（SDA）を開催

　11月25日（金）に、4、5年生を対象とした
OG・OB就職講演会を開催しました。第1部
では「私のキャリアパス～がん専門薬剤師か
ら行政へ～」と題し、本学28期生で厚生労
働省保険局医療課の板垣麻衣さんから、第
2部では「製薬企業について」と題し、第一三
共株式会社の本学10期生である柏谷剛史
さんと人事部の吉田浩之さんから、それぞれ
講話がありました。
　板垣さんは国立がん研究センター東病院
のレジデントから常勤薬剤師として関わって
きた臨床研究やチーム医療の重要性につい
て、がん専門薬剤師の立場からお話しいただ
き、また、行政職に異動されてからの診療報
酬等に関する業務について講話いただきま

した。ご自身の経験から大学生活で心がける
こともアドバイスいただきました。
　吉田さんは製薬企業の特徴と他産業との
違いや全般的な業務内容について、柏谷さん
にはMR業務について具体的にわかりやすく

OG・OB就職講演会を開催

実習V・薬剤師業務体験学習の報告会を実施
　11月8日（火）に、実習V・薬剤師業務体
験学習（3年生）の報告会を行いました。報
告会では、保健所、製薬企業、血液セン
ター、医薬品卸、保険調剤薬局、ドラッグス

トア等の医療関連施設で体験した業務内容
や地域社会における施設の役割、お客様へ
の対応の工夫などについて、体験学習を終
えた学生たちが発表しました。お世話になっ

た実習施設の方も報告会にお越しいただ
き、学生たちは緊張した面持ちで報告を
行っていました。各学生の報告の後には活
発な質疑応答が行われました。

説明いただきました。
　講演終了後、関連分野に興味のある学生
が両講師を囲んで積極的に質疑応答する場
面が見られ、有意義な講演会となりました。

本学での面談のようす

板垣麻衣さんの講演のようす 柏谷剛史さんの講演のようす
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　学生を対象とした「100円朝食キャンペー
ン」をHUSテラス（A棟1階）およびHITプラ
ザ、5号館食堂で、今年度は8回行いました。
 「100円朝食キャンペーン」は、学生が自分
自身の健康を維持し、食生活のみだれ（偏食
や欠食）を改善することを目的に、平成22年
度から北海道科学大学学生医療互助会の
提供で始まりました。今年度は北海道薬科

大学桂青会、北海道薬科大学父母後援会、
北海道科学大学親交会、北海道科学大学学
生医療互助会の提供で実施され、焼魚定
食、野菜炒め定食、生姜焼き定食、ハンバー
グ定食などが、日替りで提供されました。

100円朝食キャンペーンを実施

　平成28年度第2回就職相談会を12月3
日（土）に、A棟2階および3階の講義室にお
いて、北海道内外の病院（84）、薬局（77）、
製薬企業・医薬品卸・行政機関など（22）、
計183企業の採用担当者の参加のもと開催
しました。 
　相談会は12時よりA棟1階講義室におい
て、渡辺泰裕学長、佐藤久美就職部長の挨
拶に始まり、就職相談会の注意事項の説明

後、12時30分より15時30分まで企業ブー
スにおいて学生との個別面談が行われまし
た。学生は採用担当者より職務内容、就職試
験や勤務地などの詳細な情報を収集しまし
た。相談会には6年生10名が参加し、また、
キャリア教育の一環として、5年生179名、4
年生30名が見学体験や情報収集のために
参加しました。

平成28年度第2回就職相談会を開催

　10月7日（金）に、北海道薬科大学、北海
道科学大学、北海道科学大学短期大学部の
3大学合同で火災総合訓練（通報、避難誘
導、初期消火）を実施しました。火災総合訓
練では、教職員による自衛消防隊が編成さ
れたほか、北海道科学大学の学生が大学周
辺地域のボランティアとして活動する団体
「地域ボランティアセンター」の一つである
「HUS防災プロジェクト」の協力も得て、訓練
が行われました。
　HITプラザ1階機械室付近からの出火を
想定し、訓練がスタートしました。HITプラザ

横で、学生、職員、警備員が消火器を使って
消火訓練を行い、その他の建物では屋外へ
の避難誘導などが行われ、体育館東側駐車
場に教職員と学生が避難しました。避難完了
後、体育館東側駐車場では放水消火訓練
と、消火器の使い方の説明、および消火器に
よる消火訓練が行われ、学生、職員、警備員
が体験しました。参加した学生、教職員、警
備員は、いつ起こるかわからない災害につい
て危機意識を持ち、防火防災について考える
良いきっかけになりました。

火災総合訓練を実施

　1月26日（木）に、学生合同FDワーク
ショップを開催し、本学学生17名と教員12
名が参加しました。今回で3度目となる本
ワークショップでは「臨床系科目と基礎系科
目のつながり」をテーマにとりあげ、4年次学
生と臨床薬学系教員、基礎・応用薬学系教員
が、それぞれが捉える「基礎と臨床のつなが
り」を共有しました。
　ワークショップに参加した学生からは、「臨
床科目が始まって、初めて基礎の重要さを認
識するようになった。今回のワークショップに
参加して、今からまた頑張ろうという前向き

な気持ちに切り替えることができた」、「先生
方の教育に対する熱意を感じた。自分もそれ
に応えられるよう頑張ろうと思った」といった
意見がありました。また、教員からは、「学生の
率直な意見を聞くことができた。今後は最初
の授業で、この科目が臨床とどのような関連
があるのかについて、学生に伝えようと思う
（基礎系教員）」、「臨床系教員と基礎系教員
の連携を密にし、科目間の連携を学生が感じ
られるような授業設計が必要であると感じた
（臨床系教員）」といった声が聞かれました。
　今後も学習の主体である学生の声を参考

学生合同FDワークショップを開催
にしつつ、大学としての教育のあり方につい
て検討・改善を続けていきたいと思います。

実施メニューの例

面談会場のようす

グループディスカッションのようす

放水消火訓練のようす
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中学生と保護者を対象にした体験薬剤師教室を開催
　大学祭期間中の9月25日（日）に、A棟講
義室と研究棟（B棟）において、中学生と保
護者対象の「親子のための体験薬剤師」を
日本薬学会北海道支部との共同主催、ま
た、秋山記念生命科学振興財団の共催、札
幌薬剤師会、小樽薬剤師会の協賛をいただ
き、開催しました。当日は中学生32名と同伴
者37名の合計69名が参加しました。 
　挨拶、ガイダンスの後、生徒の皆さんは、
はじめに「薬学・薬剤師紹介」を受講し、次に
「生命現象に関するミニ講義」を受けまし
た。その後、バイタルサインの測定、食品や薬
に含まれるビタミンCを確認するための体験
実習を行いました。また、薬用入浴剤、リップ

クリーム、虫除けスプレーづくりに挑戦しま
した。本学の学生が実際に実習で使用して
いるフィジカルアセスメントモデルの「フィジ
コさん」を用いたバイタルサインの測定では、
血圧や心拍数の測定、瞳孔の動きの確認な
ど、人間とほぼ同じ測定ができることにとて
も驚いた様子でした。実際に本学で薬学を

体験したことで、これまで以上に薬学部や
「薬剤師」という職業に関心を持てただけで
はなく、学校の勉強への興味にも繋がった
ようです。

ハラスメント防止研修会を開催
　8月3日（水）に、ハラスメント防止研修会を開催し、「カウンセラーが考える
ハラスメントの理解と対応」のテーマで北海道教育大学保健管理センターの
三上謙一准教授にご講演いただきました。講演内容は、（1）過去の事例から
ハラスメントの基礎知識、（2）相談しやすい環境づくり、（3）大学内でのコ
ミュニケーション改善についてでした。特に、ハラスメント相談の聴き方に関
して、ハラスメントの相談をしやすい環境づくりの大切さ、どのような点に注
意して聴くのか等、教職員の対応を考える際にとても参考になる内容でした。

実験動物慰霊祭を執り行いました
　12月6日（火）に、祭壇を仮設した本学会議室で、手稲神社の横井康大神
主を招き、実験動物慰霊祭を執り行いました。渡辺泰裕学長をはじめ、動
物実験や管理に携わっている教職員、大学院生、学部学生が多数参列し、
玉串を祭壇に捧げ、教育・研究に寄与した実験動物（マウス、ラット）の霊を
慰めました。

新ひだか町と連携協定を締結
　10月12日（水）に、新ひだか町役場・町
長応接室において、新ひだか町、北海道科学
大学、北海道科学大学短期大学部、北海道
薬科大学による「連携協定」の締結式を行い
ました。この協定は、3大学が有する工学系、
医療系、社会学系等の多彩な分野の人的・
知的資源、施設および情報など相互交流支
援や効果的な活用を進め、地域社会の発展
と人材育成および学術の振興に寄与するこ
とを目的に締結されたものです。
　締結式では、新ひだか町関係者、大学関
係者、報道関係者が見守るなか、酒井芳秀

新ひだか町町長、苫米地司北海道科学大
学・同短期大学部学長、渡辺泰裕北海道薬
科大学学長が互いに協定書に署名したあ
と、挨拶がありました。また、本協定を結ぶに
あたり尽力された新ひだか町立静内病院の
小松幹志院長から本協定についての思いが
語られました。
　今後、新ひだか町と3大学との共同で主催
する公開講座や新ひだか町で行う体験型学
習にかかる施設設備の提供等、相互の連携
協力を進めていく予定です。 左から渡辺北海道薬科大学学長、

苫米地北海道科学大学学長、酒井新ひだか町町長、
小松新ひだか町立静内病院院長

バイタルサインの測定のようす薬剤師についての説明のようす

三上謙一准教授の講演のようす
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第3回オープンキャンパスを開催
　北海道薬科大学、北海道科学大学、短期
大学部は、10月1日（土）に3大学合同オープ
ンキャンパスを開催しました。当日は天候に
も恵まれ、700名を越える参加者および保護
者の方にご参加いただきました。
　オープンキャンパスの開始時間に合わせ
て、全道各地から無料送迎バスが到着しまし
た。オープンキャンパスは、全体ガイダンスか
ら始まり、学生の公開座談会、受験準備講
座、模擬講義・学科紹介、研究室大公開、受
験コンシェルジュ／在学生アテンダント、薬
剤師体験実習などが行われました。
　学生の公開座談会では、日々の学習方法
や受験生時代の勉強法の話から、大学のお
すすめスポットなどを、笑いも交えながら楽
しく語り合いました。受験準備講座では、本

学が求めている人物像や各入学試験の特色
および判定方法について、受験に必要な準
備や心構えなどを丁寧に解説しました。研究
室大公開では、実際に研究室を使用してい
る教員や学生が、見学に来た参加者に機器
や実験道具などの説明を行いました。
　受験コンシェルジュでは、学科に関するこ
とや学生生活のこと、入試制度のことについ
て、個別に聞きたいことがある方に、担当ス
タッフが個別に答えました。また、在学生アテ
ンダントがHITプラザ1階に常駐しており、
「どのようにオープンキャンパスに参加したら
よいのかわからない」、「在学生とのトークを
楽しみたい！」という参加者を案内しました。
　模擬講義では、実際に大学病院で薬剤師
として勤務している臨床系教員の大滝康一

准教授が「大学病院の薬剤師業務」と題した
講義を行いました。 学科紹介では、北海道薬
科大学ではどのような学びがあるのか、薬剤
師という職業とはどのようなものか、卒業後
の展望など詳しく紹介しました。薬剤師体験
実習では、薬剤師について理解を深めること
のできる5つのプログラム（無菌調剤、薬剤
師業務体験、軟膏剤づくり、科学実験、バイタ
ルサイン）を用意し、実際に白衣を着用して、
『薬剤師』を体感していただきました。
　他にも住宅情報・アルバイト情報やキャン
パス周辺バスツアーなど、盛りだくさんの企
画があり、いずれも盛況のうちに終了しまし
た。終了後は、学生スタッフ、教職員が総出で
参加者の皆さんを見送りました。

全体ガイダンスのようす 受験コンシェルジュのようす 科学実験のようす

スーパーサイエンスハイスクール（SSH）の
サイエンスハイレベルセミナーを本学教員が担当

　10月8日（土）に、旭川西高等学校におい
て、スーパーサイエンスハイスクール（SSH）
のサイエンスハイレベルセミナーを本学教員
が担当しました。ジュニアドクター登録中学
生を含む中高生35名に対し、薬剤学分野の
丁野純男教授が「薬学の先進的技術～ド
ラッグデリバリーシステム～」と題して講義
を行い、「くすりの生体内運命」や「標的指向
化」といった専門用語をわかりやすく説明し
ました。講義の後には、参加者は動画も交え

ながら薬物運搬体であるリポソームの調製
に関する実習を薬剤学分野の高橋夏子講師
と戸上紘平講師と共に行いました。参加した

中高生は、ドラッグデリバリーシステムや薬
学について興味を示しており、セミナー後も
丁野教授に直接質問をしていました。

札幌市立啓明中学校の生徒さんが本学を訪問
　10月28日（金）に、札幌市立啓明中学校の
生徒24名と引率教員1名が「上級学校訪問」
で本学を訪問しました。
　はじめに、薬学や薬剤師を知るための授業
を行いました。その後、学食でのランチや研
究棟（B棟）の見学ツアーの後、体験実習を行
いました。体験実習では、救命救急のトレー
ニング人形を用いてAEDによる心肺蘇生の
実習や、シミュレーショントレーニングに用い
られる人形「フィジコさん」を用いて呼吸音、
瞳孔、心電図を測定し、医療現場で薬剤師が

バイタルサインを診ることの意義について説
明しました。さらに、漢方入浴剤、ルームフレ
グランスづくりを行いました。参加した生徒

さんは、薬学や薬剤師に関心を持っただけで
はなく、自分たちの今後の進路を考えるうえ
でも今回の体験が役立ったようです。

漢方入浴剤づくりのようす授業のようす

講義のようす 実習のようす

7

128Vol.2017.3.7P U B L I C  R E L A T I O N S  M A G A Z I N E



大学院博士課程学位論文発表会を開催
　1月13日（金）に、大学院薬学研究科博士課程臨床薬学専
攻の学位論文発表会を開催しました。発表者は、村尾優さん
（指導教授：丹保好子教授）で、「培養細胞におけるエパルレス
タットの新規作用に関する研究」と題して、プレゼンテーション
と質疑応答を行いました。

瀋陽薬科大学の李玲芝先生が帰国
　瀋陽薬科大学との学術交流協定に基づき、平成28年度短
期外国人研修制度により来学していた李玲芝（Li Lingzhi, 
Ph.D.）先生が9月14日に帰国しました。李先生は、4月28日よ
り、佐藤久美教授、高栗郷准教授の研究グループで「インスリ
ン抵抗性の新たな発症機序解明」に関する研究に携わり、非
常に熱心に研究に取り組んでいました。帰国後も本研究制度
での経験を活かした李先生の活躍を期待しています。

本学教員が札幌手稲高校および
小樽潮陵高校（定時制）で薬物乱用防止教室の講演

　本学の山下浩准教授が10月13日（木）
に、札幌手稲高校において１～３年生の全校
生徒（約950名）および教諭を対象に、また、
12月6日（火）に、小樽潮陵高校（定時制）に
おいて1～3年生の生徒（約20名）および教
諭を対象に薬物乱用防止教室の講演を行

い、違法薬物の性質、人体に対する影響、習
慣性・依存性の仕組みや違法薬物利用によ
る社会的な問題などを解説しました。
　講演では、違法薬物の影響は社会に浸透
しつつあり、日常生活においても忍び寄る可
能性があることや、軽く考えて手を出した結

果、自分だけでなく周囲の人間を巻き込んだ
重大な問題に発展するケースが非常に多い
ため、正確な知識と社会的な倫理観を身に
つけ、自身の身を護ること、誘惑をはっきり断
ることや友人同士のサポートが重要であるこ
とを、高校生の皆さんに考えてもらいました。

札幌手稲高等学校・北海道薬科大学連携
インターンシップを実施

　10月27日（木）に、札幌手稲高等学校・北
海道薬科大学連携「薬剤師インターンシッ
プ」を実施しました。薬剤師という職業に関
心をもつ手稲高校1年生22名を対象として、
午前中はA棟講義室において、本学教員（山
下浩准教授）、病院薬剤師（NTT東日本札幌
病院 白川貴章氏）、在学生（5年生 神田美咲
さん、神田南実さん）が、三つの違った視点か
ら、薬剤師の仕事について講義を行いまし

た。午後は3グループに分かれ、手稲渓仁会
病院、NTT東日本札幌病院、KKR札幌医療
センターにおいて薬剤師業務を見学しまし

た。高校生の皆さんは病院薬剤師の仕事や
病院内を見学し、薬剤師への興味を更に深
めたようです。

左から神田美咲さん、神田南実さん白川貴章氏

前列中央が李先生

本学留学制度により王先生が来日
　10月5日（水）に、学術交流協定締結施設である中国の黒竜江中医薬大学より王鋭
（Rui Wang）先生が研究員として来学しました。王先生は平成29年3月までの約半年間、
薬剤学分野の丁野純男教授の研究室において、「ドラッグデリバリーシステムに関する研
究」を行います。
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本学教員がファイザーヘルスリサーチ振興財団研究助成に採択
　公益財団法人ファイザーヘルスリサーチ
振興財団の第25回（2016年度）国内共同
研究（満39歳以下）研究助成に、社会薬学
系・薬事管理学分野の岸本桂子准教授の
研究テーマが採択され、12月3日（土）に、
千代田放送会館にて研究助成金の贈呈式

が行われました。
　採択された研究課題は、次のとおりです。

研究テーマ
「消費者によるネットを介した
 医療用医薬品個人輸入の現状の目的適合性、
 危険性の評価」（助成額：97万円）

北海道科学大学保健医療学部合同
FDワークショップを開催

　2月11日（土）に、本学および北海道科学
大学保健医療学部の合同FD企画「専門職
連携教育（IPE：Inter-profess iona l 
Education）プログラム構築ワークショップ」
を開催し、本学臨床系教員4名および北海道
科学大学保健医療学部の教員14名が参加
しました。
　今回の合同FDワークショップは、昨年度
の合同ワークショップ、今年度12月の講演会
に続き、3度目の合同FD企画です。昨年より
IPEについてご指導を仰いでいる美幌町立国

民健康保険病院呼吸器内科の安井浩樹先
生を講師にお招きし、平成29年度に開講を
予定しているトライアルIPEのプログラムの
作成を通じて、IPEの実践の方法やプログラ
ム作成法について学びました。
　参加者からは、「今回のディスカッションを
通じて、我々もいかに職種間の連携が取れて
いないかに気づいた」「多職種連携は重要だ
が、まず各職種の目をしっかりと患者に向け
させること、同じ目的を共有することが重要
だと気づいた」「引き続きこのテーマで続け

て、各学科の参加者が増えていくと良いと思
う」といった声が聞かれ、大変充実したワー
クショップになりました。

北海道機械工業会・北海道バイオ工業会との
情報交流会を開催

　11月28日（月）に、北海道薬科大学・北海
道科学大学において「北海道機械工業会・北
海道バイオ工業会との情報交流会」を開催
しました。今回の情報交流会は、北海道機械
工業会および北海道バイオ工業会の会員企
業と、本学教員との交流を図ることにより、新
たな産学連携の創出を目指すことを目的とし
て実施しました。
　情報交流会では5つの研究紹介を行い、
本学からは「In vivo イメージング装置と本
装置を用いた研究成果の紹介（本学薬剤学

分野 丁野純男教授）」および「中央機器セン
ター：役割と機器の紹介（本学生命科学分野
桜井光一教授）」の研究紹介を行いました。
研究紹介・施設見学後の懇親会では、今後

の企業と大学との連携の在り方について意
見交換を行いました。懇親会の最後には、
3Dプリンターで制作した会社のロゴを両会
の会長へ贈呈しました。

丁野純男教授の研究紹介のようす 桜井光一教授の研究紹介のようす

札幌消費者協会会員の本学見学会を開催
　11月10日（木）に、公益社団法人札幌消
費者協会協会員の食プロ消費者と「食と健
康を考える会」の会員の皆さん（25名）が来
学し、「北海道薬科大学見学会～『薬と食』」
を開催しました。「食プロ消費者」は札幌市
消費者協会による「食味テスター講座」を修
了した後も食について学び続けている方々
で、今回の見学会は、札幌消費者協会の「平
成28年度食プロ消費者に向けた講座」全5
回の2回目として行われました。

　最初に薬物治療学分野の町田麻依子准
教授が講義「薬と食」を行い、「薬が体内で効
果を発揮する仕組み」「薬の副作用や飲み合
わせについて」「健康食品と医薬品の違い」
「ジェネリック医薬品とは」についてわかりや
すく解説しました。講義後、薬の飲み合わせ
やジェネリック医薬品の身近な疑問につい
て、参加者から質問がありました。研究棟（B
棟）のラーニング・コモンズ（学生の共用学習
スペース）や研究室、バイタルサイン実習室、

模擬薬局などの施設見学を行った後、食堂
（HITプラザ）で、大学生たちが実際に食べて
いる学食の試食体験を行いました。

町田麻依子准教授の講義のようす

総合ディスカッションのようす
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前期授業アンケート結果について
　平成28年度前期授業アンケート結果がまとまりました。昨年度と同様に、最終授業日にマークシートでの回答により行いました。平均、最大
値、最小値は、各質問項目に対して「強くそう思う」、「そう思う」、「どちらとも言えない」、「そう思わない」、「全くそう思わない」をそれぞれ5点、4
点、3点、2点、1点として集計した結果です。詳細は本学ホームページの学内専用ページに掲載しています。
　この結果は科目担当教員へフィードバックすることで、授業改善などに有効活用しています。
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3.11 
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2.98 
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2.77 
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3.13 

2.67 

2.78 

2.63 

2.68 

2.58 

2.88 

2.74 

2.22 
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教員の説明・指示は明確であった。

教員の話し方は聞き取りやすかった。

資料はわかりやすかった。

教員は学生が授業に集中できる雰囲気作りに配慮していた。

教員に授業の質を高めようとする姿勢がみられた。

私はこの授業内容を理解できた。

私はこの授業から新たな興味や問題意識を持つことができた。

教員の説明・指示は明確であった。

教員の話し方は聞き取りやすかった。

資料はわかりやすかった。

教員は学生が授業に集中できる雰囲気作りに配慮していた。

教員に授業の質を高めようとする姿勢がみられた。

私はこの授業内容を理解できた。

私はこの授業から新たな興味や問題意識を持つことができた。

教員の説明・指示は明確であった。

教員の話し方は聞き取りやすかった。

資料はわかりやすかった。

教員は学生が授業に集中できる雰囲気作りに配慮していた。

教員に授業の質を高めようとする姿勢がみられた。

私はこの授業内容を理解できた。

私はこの授業から新たな興味や問題意識を持つことができた。

教員の説明・指示は明確であった。

教員の話し方は聞き取りやすかった。

資料はわかりやすかった。

教員は学生が授業に集中できる雰囲気作りに配慮していた。

教員に授業の質を高めようとする姿勢がみられた。

私はこの授業内容を理解できた。

私はこの授業から新たな興味や問題意識を持つことができた。

教員の説明・指示は明確であった。

教員の話し方は聞き取りやすかった。

資料はわかりやすかった。

教員は学生が授業に集中できる雰囲気作りに配慮していた。

教員に授業の質を高めようとする姿勢がみられた。

私はこの授業内容を理解できた。

私はこの授業から新たな興味や問題意識を持つことができた。
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北薬特別講演会を開催
　本学A棟講義室において、第112～115回北薬特別講演会を開催しました。本講演会は、学部学生、大学院生および教職員を対象に、海外留学
の帰朝報告や教育研究奨励費の結果報告、新任教員による研究紹介などを目的として毎年開催しているものです。
　どの講演も、多くの学生と教職員が参加し、熱心に耳を傾けていました。
　講演内容は以下のとおりです。

平成28年度　新任教員研究紹介

ソフトな相互作用によるタンパク質間複合体の構造生物学的解析齊藤 貴士 准教授

エパルレスタットによるNrf2制御抗酸化因子の発現誘導に関する研究山 佳織 助教

平成28年度　海外研修報告

Protective Mechanism of Hemoglobin Against Cell Damages in Alloxan and GSH System桜井 光一 教授

9th Joint Natural Products Conference 2016への参加・発表報告和田 浩二 教授

血管平滑筋細胞におけるERストレス誘導性細胞死に対するYAP1の役割高栗 郷 准教授

Results of a questionnaire regarding unused medicines and 
how pharmacists can help improve compliance（平成28年度 海外研修）

平成27年度 教育研究奨励費結果報告 および 平成28年度 海外研修報告

局所麻酔薬の頭皮下投与後の血中濃度（平成27年度 教育研究奨励費）山下 美妃 准教授

平成27年度 教育研究奨励費結果報告

日本TDM学会第42回セミナー猪爪 信夫 教授

フルバスタチン-テルミサルタンの相互作用におけるCYP2C9遺伝子変異の影響戸田 貴大 教授

地域医療において薬薬連携を阻害する要因の解析とその対策坂東 勉 准教授

3T3-L1前駆脂肪細胞と脂肪細胞の抗酸化能の違いについて村岡 早苗 准教授

学生の多様な学びを促進するラーニングコモンズの整備と効果的運用の試み野呂瀬 崇彦 准教授

シラカバエキスの抗酸化活性成分の分析と生活習慣病予防効果の検討三原 義広 講師

　9月10日（土）、11日（日）に、本学で日本
社会薬学会第35年会（年会長・本学薬事管
理学分野・櫻井秀彦教授）が開催されまし
た。日本社会薬学会は薬の社会性に着目し、
多様性に富んだ研究対象に取り組むことに
より、薬を使用する人々や薬を扱う人々の問
題解決のための知見を探求することを目的
に活動している学会です。
　本年会はメインテーマを「社会における薬
剤師の価値」とし、基調講演に続くシンポジ
ウムも「薬剤師の価値とは何か」、「薬剤師の

価値をどう測るか」、「薬剤師の価値をどう発
信するか」の3部構成で行われました。各シン
ポジウムの演者からは多くの示唆に富む報
告がなされ、質疑応答も時間を余すことなく
熱心に行われました。また、10日（土）には、

「変わる!薬局の活用法」と題した市民公開講
座のほか、薬教育指導者養成ワークショップ
も開催され、地域住民向けの発信や薬教育
の人材育成などの試みがなされました。

本学で日本社会薬学会第35年会を開催

ポスター発表のようすシンポジウムのようす
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ヒューマニティ、コミュニケーション能力、問題発見・解決能力、マネジメント
能力といった基盤能力を基に、専門性を身につけている人材が社会に
求められています。したがって、単に「Professional」だけではなく、後付けの
「Professional+」でもない、基盤能力を前提とする「+Professional」を
育成する。すべての設置校に共通する、わたしたちのスローガンです。

[ K A T S U R A ]
か つ ら

北海道薬科大学広報部北薬大情報

明治の開拓の頃、交通や物資の輸送を担ったのは石狩川でした。そ

して、その流れを活かし、札幌から小樽方面へと運送用の運河が建

設されます。1897（明治30）年に完成した延長1万4500mの「花

畔・銭函運河」は、石狩川の治水をいち早く手がけた札幌農学校（現

北海道大学）出身の岡崎文吉博士が設計。低湿地帯が多く、農耕地

に適さなかった札幌の排水も担いました。その跡、当時の姿を今も見

られるのが、樽川から山口を通って銭函へと抜けていた『山口運河』

です。新川から西に流れ、国道337号に並

行して流れる人口の水路で、河畔は憩いの

場として整備され、秋には手稲山口運河ま

つりが開催されます。

手稲・前田 NAVI “仲間と語り合える場所、楽しめる場所”

山口運河

乳業メーカーなどで構成するアイスクリーム協会の資料によると、世界で1人当

たりのアイスクリーム消費量が最も多いのはニュージーランドで、447万人の

人口に対して15社ものアイスクリーム会社があるそうです。高品質な牛乳を

使ったそのアイスのおいしさに惚れ込んだご主人が、9年前に開業したのがこの

店。定番のキャラメルチップが入った「ホーキーポーキー」は9種類のトッピング、

4種類のソースから、それぞれお好みの1種を選べます。ホットサンド、スパゲ

ティなどの軽食も人気。今年の営業は4月1日から。

New
Zealand
Cafe
Kia Ora
＜キオラ＞

札幌市手稲区富丘1条4-2-27　☎080-4041-3926
10：30～19：00（土・日・祝は～18：00）  4月1日～12月23日まで営業（期間中無休）

小樽・銭函まで流れていた、
開拓時代の運河の跡

世界一のアイス消費国で
定番の一品が味わえる

337

5

JR星置駅

手稲北小学校

札幌運転免許
試験場

星置中学校 スーパーアークス
稲陵中学校

あすかぜ高校

JRほしみ駅

山口運河

手稲山口運河まつりでは、運上船「運河丸」の乗船コーナーも
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